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国
際
化、
情
報
化、
高
齢
化
など
社
会
全
体
が
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る。

こ
の
よ
う
な
中
で、
人
は々
新
た
な
知
識
・
技
術
の
修
得
や
職
業
能
力
の
開
発

な
ど
に
迫
ら
れ、
ま
た
所
得
水
準
の
向
上
や
自
由
時
間
の
増
大
に
伴
い、
高
度

化、
多
様
化
す
る
価
値
観
の
中
で
学
習
意
欲
も
更
に
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

滝
川
市
で
は、
か
ね
て
か
ら
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設
の
整
備
拡
充
に
つ

と
め、
中
央
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
地
区
公
民
館、
児
童
館、
児
童
セ
ン
タ

ー
の
建
設
や、
陶
芸
セン
タ
ー
、
美
術
自
然
史
館、
航
空
科
学
館
な
ど
の
文
化

施
設
の
建
設、
更
に
運
動
公
園、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ター
ミ
ナ
ル
、
温
水
プ
ー

ル、
航
空
科
学
研
修
セン
ター
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
の
ほ
か、

職
業
訓
練
施
設
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
整
備
を
す
す
め、
こ
れ
ら
の
施
設
の
特

徴
を
生
かし
た
生
涯
学
習
活
動
を
推
進し
て
き
た
。
今
後
は
市
民
の
自
発
的
な

学
習
に
基
づ
い
た
行
動
が
一
層
望
ま
れ
る
と
と
も
に、
更
に
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
こ
の
自
発
的
な
学
習
意
欲
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
を
支
援
す

る
学
習
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
いて
は、
昭
和
五
十
九
年
生
涯
学
習
推
進
本
部
を
設
置
し
、
更
に

昭
和
六
十
年
市
民
の
手
に
よ
る
生
涯
学
習
機
関
と
し
て、
財
団
法
人
滝
川
市
生

涯
学
習
振
興
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
と
タ
イ
ア
ップ
し
て
、
滝
川
市
体
育
協

会
、
滝
川
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
及
び
各
種
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の

民
間
団
体、
職
業
訓
練
関
係
団
体
及
び
学
校
教
育
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を

発
揮
し
、
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
生
涯
学
習
の
振
興
に
努
め
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
以
降
の
社
会
教
育
委
員

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
委
嘱

功
坪
田

米
田
裕
紀
渡
辺
玲
一
酒
井
信
雄
樋
口
隆
士
深
田
正
雄

(解
五
七
・
三
・
三
〇
渡
辺
玲
一
)
(新
五
七
・
五
・
八
本
間
鉄
男
)

昭
和
五
十
八
年
四
月
一日
委
嘱

巧
山
本
正
信

水
谷
五一

朝
日
昇
道
坪
田

巧
辻
奥

深
田
正
雄
米
田
裕
紀
山
本
正
信
高
野
ト
シ
兼
田
和
子

功
藤
井
哲
也

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
委
嘱

水
谷
五
一
朝
日
昇
道
高
野

トシ
藤
井
哲
也
深
田
正
雄

酒
井
信
雄
坂下

薫
木
幡
孝
雄
高
橋

米
田
裕
紀
山
本
正
信
兼
田
和
子

豊
吉川

昌二

辻
奥

功 功

(解
六一・

四・
二八

酒
井
信
雄
吉川

昌二
高
橋

(新
六一
・四・

二八
内
藤
雄四
郎
細
田
長
知
柏
原
敏
之
中
谷
幸
司
)

水
谷
五
一
金子

重男
日
野

木
村
照
男
石
山
悟
司
加
賀
谷
時
子
中
谷
幸
司
柴
田

勇
博
柏
原
敏
之
細
田
長
知

寺
谷
厚
子

(解
六
三
・三
・三
一

六
三
・
七・
二
八
水
谷
五
一)

(新
六三
・
四・

一
鈴
木
健
治
三
浦
隆
一)

(解
平
元
・
三
・
三
一
鈴
木
健
治
三
浦
隆
一
)

平
成
元
年
七
月
一
日
委
嘱

カ
中
村
福
夫
中
野
竹
久
古
賀
エ
ス
子

弘
中
谷
幸
司
木
村
耀
子
若
山
良
一
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勇

平
野
富
康

吉
野
郁
子
阿
部

柏
原
敏之

中川

直
大
川

稔
水
谷
五
一
朝
日
昇
道
兼
田
和
子
石
黒

藤
井
哲
也
高
野
ト
シ
辻
奥

樋
口
隆
士
本
間
鉄
男
酒
井
信
雄
坂下

薫
木
幡
孝
雄

坪
田

巧

豊
米
田
裕
紀)

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
委
嘱

細
田
長
知
木
村
照
男
寺
谷
厚
子
柴
田



第
九
編
教

育

第
一
節
社
会
教
育
の
推
進

滝
川
市
の
社
会
教
育
の
推
進、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
活
文
化
の
創
造
と
そ
の

発
展
を
期
し
て
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
と
め、
市
民
の
生
涯
学
習
へ
の
関
心
と

意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に、
生
涯
の
各
時
期
に
お
け
る
課
題
を
見
い
だ
し、
絶

え
ず
自
己
を
啓
発
し
続
け
て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
め
ざ
す
活
動
を
展
開
す

る
よ
う
自
己
教
育
力
の
育
成
と
生
涯
学
習
の
条
件
整
備
を
は
か
る
べ
く
努
力
し

て
き
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
時
代
の
進
展
に
対
応
し
た
学
習
を
み
ず
か
ら
の
意
志
に

よ
っ
て
す
す
め、
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
活
性
化
が
得ら
れ、
豊
か
な
そ
し
て
学
ぶ
街
"滝川

市
”
の
力
強
い
姿

が
想
定
で
き
る
。

み
ん
な
で
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
を
つ
く
ろ
う

4 3 2 1

3 推
進
の
重
点

学
習
実
践
を
通
し
、
自
主
的
な
活
動
の
充
実
を
図
り
社
会
参
加
の
促
進
を
は
か
る
。

団
体
の
自
主
的
運
営
の
促
進
と
、
日
常
活
動
の
充
実
を
は
か
る
。

2

社
会
教
育
施
設
機
能
の
充
実
を
は
か
り
、
各
施
設
間
の
連
携
を
強
化
す
る
。

文
化
サ
ー
ク
ル、
グ
ルー
プ
団
体
の
育
成
を
は
か
り
、
鑑
賞
機
会
の
充
実
に
つ
と
め

4

る
。

社
会
教
育
事
業

滝
川
市
商
工
青
年
学
園

滝
川
市
内
の
勤
労
青
年
を
対
象
にし
て
職
業
・
家
事
な
ど
実
生
活
に
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に、

一般
的
教
養
を
向
上
さ
せ
て、
心

身
共
に
健
全
な
勤
労
青
年
の
育
成
を
は
か
る
た
め、
毎
週
木
曜
日、
年
間
五
〇

日
の
学
習
を
し
て
いる
。
この
学
園
の
特
徴
は、
学
園
生
の
自
主
運
営
を
基
本

と
し
、
学
習
内
容
も
学
園
生
が
組
織
的
に
検
討
し
学
習
計
画
を
た
て
意
欲
的
に

学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

◎
学
習
内
容

○
コー
ス
別
学
習

。○合
同
学
習

。。特
別
教
育
活
動

工
芸
、
音
楽、
ビ
ジ
ュ
ア
ル、
スポ
ー
ツ
等

学
園
生
全
員
参
加
の一
般
教
養
の
学
習
で
コ
ー
ス
別
学
習
の
交
流

の
場
で
あ
る
(テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
)。

野
外活
動、
交
歓会、

各種
行事
等

家
庭
教
育
学
級

家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
を
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
計
画
的
・
継
続
的
・
集

団
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
家
庭
教
育
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

「乳
児
教
育
セミ
ナ
ー
(定
員
四〇
名)」、

「幼
児
教
育
セ
ミ
ナ
ー
(定
員
四〇
名)」

の二
学
級
を
設
定、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
二
〇
時
間
以
上
の
学
習
計
画
を
も
っ
て
い

る
。
学
習
の
内
容
は、
胎
教
に
関
す
る
学
習、
家
庭
教
育
の
基
礎
的
理
解、
家

庭
に
お
け
る
人
間
関
係、
子
供
の
理
解
の
し
か
た、
子
供
の
健
康
と
家
庭、
家

庭
教
育
と
学
校
教
育
の
関
連
等、
幅
広
く
基
本
的
な
も
の
にし
ぼ
り、
市
内
在
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住
の
母
親
を
対
象
に、
中
央
公
民
館
を
会
場
と
し
て
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。レ
デ
ィ
ス・
コ
スモ
ス・
フェ
ス
テ
ィバ
ル

昭
和
六
十
三
年、
婦
人
の
自
立
に
向
か
っ
て
国
・
道
か
ら
女
性の
自
立
政
策

が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
呼
応
し、
滝
川
市
は
婦
人
の
行
動
計
画
を
策
定
す
る

企
画
が
す
す
めら
れ
自
立プ
ラン
を
策
定
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
し
推
進

し
て
き
た
が
、
平
成
元
年
に
い
た
り
趣
味、
芸
能
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

起
こ
し
、
意
欲
化
を
図
る
べ
く、
文
化
セン
ター
を
メ
ー
ン
会
場
に
講
演
会、

芸
能
発
表
、
グ
ルー
プ
や
サ
ー
ク
ル
によ
る
展
示
(華
道
・美
術
・工
芸
など)、

野
点
等
綜
合
的
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
婦
人
の
手
作
り
に
よ
る
催
し
と
し
て
開
花

し
た
。
こ
の
フ
ェ
ステ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
に
結
集
し
た
婦
人
の
自
覚
と
行
動

を
基
礎
に
自
立
し
た
婦
人
を
目
指
し
た
努
力
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
注
目
さ
れ
て

い
る
。

婦
人
の
つ
ど
い

国
際
婦
人
デ
ー
(三
月八
日)に
ち
な
み
、
家
庭
人
、
社
会
人
と
し
て
、
さ
ら
に

は
国
際
人
と
し
て
意
欲
的
に
活
動
す
る
婦
人
の
あ
り
方
を
求
め
て
研
修
す
る
も

の
で
、
婦
連
協
が
運
営
し
、
講
演
会
、
討
議
会
の
ほ
か、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

も
折
り
込
み
中
央
公
民
館
等
に
お
いて
毎
年
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

婦
人
教
養
セミ
ナ
ー

社
会
生
活
を
お
く
る
上
で、
婦
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し、

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
は
生
涯
学
習
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い。
この
よ
う
な
中
で
婦
人
の
ラ
イ
フ
サイ
ク
ルに
おけ
る
生
涯
学
習
は
い
か

に
あ
る
べ
き
か
を
学
ぶ
た
め、
集
団
的、
継
続
的
に
そ
の
機
会
を
提
供
し
よ
う

第
二
章
社
会
教
育

と
す
る
も
の
で
、
テー

マ
を
設
定
し
、
毎
年
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
開
設
し
て
い

る
。

※
テ
ー
マ
例
婦
人
と
郷
土
滝
川、
婦
人
と
芸
術、
婦
人
と
国
際
交
流、
婦
人
と
法
律、
婦

人
と
生
涯
学
習

福
寿
大
学

高
齢
者
自
身
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
社
会
知

識
や
教
養
を
身
に
つ
け
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
す
る
た
め、
老
人
福
祉
法

に
基
づ
い
て
昭
和
四
十
八
年
以
来
開
設
さ
れ
高
齢
者
の
学
習
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
本
科
は
四
年
制
と
し、
そ
れ
を
修
了
し
た
者
は
研
究
科(二

年制)
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
って
お
り、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
る
。

学
習
計
画
、
年
間
計
画
等
は、
各
老
人
クラ
ブ
代
表
に
よ
る
運
営
委
員
会
に

お
い
て
学
生
の
意
向
を
く
み
こ
ん
で
実
施
し
て
い
る
。
学
習
内
容
は
三
分
校

(明
神
・
西
・
江
部乙)同

一
で
あ
る
が、
見
学
旅
行
、
宿
泊
研
修
は
三
分
校
合
同

で
学
習
し
て
い
る
。

公
民
館
講
座

生
涯
学
習
推
進
の
観
点
か
ら
一
般
の
成
人
男
女
を
対
象
に
し
て、
生
活
技

術
、
趣
味、
教
養、
ス
ポ
ー
ツ、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
の
講
座
を
通
じ
て、

成
人
の
学
習
意
欲
を
高
め、
公
民
館
は
市
民
の
学
習
の
場
で
あ
る
こ
と
の
理
解

と
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
個
々
の
学
習
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
前
期
一二
講
座(五
月～
七月)、

中
期
一
五
講
座(八
月～
十月)、

後
期
五
講

座
(一
月～三

月)計
三
二
講
座
を
設
定
し
て
い
る
。
滝
川
市
に
は
中
央
公
民
館
、

音
楽
公
民
館
ほ
か
七
地
区
公
民
館
が
あ
り
、
講
座
に
よ
っ
て
地
区
公
民
館
に
お

529



滝川市成人式統計 (56年以降)

実
施
年

該 当 人 員 出 席 者 数 出 席 率

男男 女 計

男 女 計 男 女 計

56 717 509

% %

71.0%
57 302 375 677 189 272 461 62.6 72.5 68.1
58 358 372 730 237 280 517 66.2 75.3 70.8

59 327 424 751 194 275 469 59.3 64.9 62.5
60 397 453 850 278 289 567 70.0 63.8 66.5
61 324 432 756 197 238 435 60.8 55.1 57.5
62 306 425 731 192 255 447 62.8 60.0 61.2

63 328 525 853 205 373 578 62.2 71.1 67.8
平1 328 477 805 226 309 535 68.9 64.2 66.5

2 335 531 866 202 369 57160.369.5 65.9

二
〇
歳
に
な
った
青
年
男

児童館母親クラブの現況

母親クラブ名 設立年度

名
,長/任期平 2. 4.1～)

平 3. 3.31
会員数

ひまわ りの会

S

55 中島 則子 64

コ ア ラ の 会

S

57 片岡喜恵子 74

あ ひ る の 会

S

55 平沢真佐子 109

つ く し の 会

S

55 麓 美佐子 109

たんぽぽの会

S

55 野田 良子 82

す み れ の 会

S

55 工藤 敦子 108

ひ つ じの 会

S

57 山田 幸子 65

パ ン ダ の 会

S

58 岡本正子 112

すずらんの会

S

59 伊藤 優子 112

さくらんぼの会

S

60 吉野 郁子 72

ほほ えみ の会

S

62 伊藤 智子 74

コス モ ス の 会

S

63 小原真規子 81

滝川市児童館母親ク
ラブ連合会

会員数 1,062人(12団体) 会 長 岡本 正子

第
九
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い
て
分
散
開
設
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
全
市
的
に
市
民
が
気
が
る
に
利
用
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
講
座
の
例
と
し
て
は、
着
物
着
付
、
木
彫
、
七
宝

焼
、
紙
粘
土
工
芸、
古
典
文
学、
華
道、
コ
ー
ラ
ス、
ペ
ン
習
字、
水
彩
画、

藤
工
芸、
パ
ッ
チ
ワー
ク
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
受
講
者
も
多
く
活
気
を
呈

し
て
い
る
。

公
民
館
ま
つり

毎
年
四
月
に
中
央
公
民
館
に
お
いて
開
設
さ
れ
て
い
る
も
ので
、
公
民
館
を

利
用
し
活
動
し
て
い
る
各
グ
ルー
プ
や
サ
ー
ク
ル、
同
好
会
等
の
作
品
発
表
の

場
で
あ
り
活
動
意
欲
を
醸
成

し
、
更
に、
そ
の
年
の
公
民

館
講
座
の
受
講
生
募
集
の
た

め、
講
座
内
容
を
P
R
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
市
民
文
化
祭

(十
一月
三
日)、
婦
人
団
体
リ

ー
ダ
ー
研
修、
青
年
親
睦
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会、
市
民
大
学

講
座
、
少
年
科
学
ク
ラ
ブ、

生
涯
学
習
地
区
活
動、
等
の

生
涯
学
習
関
連
の
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る。

成
人
式

女
が、
大
人
に
な
った
こと
を
自
覚
し
自
ら
生
き
抜こ
う
と
す
る
心
意
気
を
祝

い
励
ま
す
集
い
で、
昭
和二
十
四
年
以
来
一
月
十
五
日
の
「成
人
の
日
」
に、

こ
れ
ら
青
年
男
女
を
招
き
文
化
セ
ン
ター
を
会
場
と
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
を

楽
し
み、
記
念
品
を
贈
呈
し
て
前
途
へ
の
新
し
い
出
発
を
祝
福
す
る
と
と
も

に、
郷
土
滝
川
市
を
思
い、
自
ら
の
人
間
性
へ
の
一
層
の
努
力
を
誓
って
市
民

憲
章
を
朗
読
し、
簡
素
な
中
に
も
人
生
の
一
刻
み
を
自
覚
す
る
式
典
と
し
て
好

評
で
あ
る
。
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滝川市の児童館・児童センター

施 名 敷地面積 床延面積(特

構 造 色

昭和63年度
利 用 者

所
中

泉 (新町2-6-1) 6,545.40 899.32造2階建 S37. 7.1 13,493

(泉町 2-9-5) 1,233.62 253.80造3階建 S39.12. 1 10,274
江 乙部 N 町

2,232.70 222.02造2階建 S43.11. 1 12,130
中 地 区 鉄筋コンクリー ト2階部分は中地区公民館
(朝日町東2-2-4) 3,621.78 423.12造2階建 S59.11.18 15,584
北 滝 の 川

3,967.46 375.46 S54. 4.1 13,199
ン

(花月町2-5-1)
滝 川

875.00 631.00 S55.12.25 18,901タ 東

(東滝川町 3-1-26) 953.43 234.00造 3階建 S57. 4.1 6,079
西 地 区

1,472.71 431.84造2階建 S57.12.19 15,662
北
(滝の川町東2‒-120) 1,584.05 450.00造2階建 S58.11.20 20,722
大 町 地 区 鉄筋コン クリー ト H元.12.25 (8,036)

(大町 4-4-18) 1,043.92 712.80造2階建 S59.10.21 旧センター分緑
東

地

区 鉄筋コン クリー ト
S61.11.15 11,254

地 区
1,292.00

鉄筋コン クリー ト
441.00造2階建 S62.12.29 11,795

本 町 地 区 1,355.97 453.75鉄筋コン クリー ト H 2.12.27(本町 4-3-5) 造 2階建

利用者合計 157,179人

児
童
館
と
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

滝
川
市
の
次
代
を
担
う
青
少
年
が
自
ら
心
身
を
き
た
え
、
逞
し
い
人
間
に
育

つこ
と
を
願
い、
家
庭、
学
校、
地
域
及
び
関
係
機
関
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

適
切
な
育
成
指
導
の
手
だ
て
を
つく
し
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
べ
く
諸

施
策
を
遂
行
し
て
き
た
。
殊
に
親
子
の
交
流
活
動
を
活
発
に
し
、
健
全
な
遊
び

を
与
え
、
健
康
で
情
操
豊
か
な
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
児
童
館
が
市
内
全

地
域
へ
の
設
置
を
完
了
し
活
動
を
始
め
る
と
と
も
に、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
母

親
ク
ラ
ブ
が
全
児
童
館
単
位
に
結
成
さ
れ、
地
区
青
少
年
育
成
会
と
連
動
し
た

活
発
な
活
動
は
、
これ
か
ら
の
展
望
を
ひら
く
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。滝
川
市
自
然
の
家
(江
部
乙
町
四〇
二
九
番
地)

青
少
年
に
活
動
の
場
を
提
供
し
、
健
全
な
環
境
の
中
で
心
身
の
向
上
を
図

緑地区児童センター

江部乙児童センター

央 鉄筋 コン クリー ト 人

町 鉄筋コン クリー ト

第
二
章
社
会
教
育

設在

地 色)
特
開館年月日

児
童
セ

(滝の川町西 5-1-3)花 月

地 区

鉄骨造平屋建

木造平屋造

鉄筋コンク リー ト

鉄筋コンクリー ト

鉄筋コンクリー ト

1
・

児
童
館

(西町6-1-18)
地 区

(緑町6-3-11) 1,121.96 441.00造2階建

(東町5- 146-15)

鉄筋コンクリー ト
(江部乙町西12-3-11)
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九
編
教

育

り
、
地
域
の
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
ね
が
っ

て、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
三
日
オ
ープ
ン
し
た
鉄
筋
造
の
新
装
成
っ
た
自

然
の
家
は、
豊
か
な
旭
沢
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
設
備
の
と
と
の
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら、
青
少
年
は
も
ち
ろ
ん
、
一般
の
人
に々
も
親
し
ま
れ、
軽
ス
ポ
ー

ツ、
キ
ャン
プ
、
研
修
・
講
習
会、
野
外
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョン
、
歩
く
ス
キー

な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

・
自
然
の
家
施
設
の
概
要

建
築

着
工
昭
和
五
十
二
年
八
月
四
日

竣
工
昭
和
五
十
二
年
一
〇
月三
十
日

.

(
)
内
は
宿
泊

利
用
人
数

計
一、
八
九三
名
(七
八
六
)

滝
川
歩
く
ス
キ
ー

昭
和
五
十三
年三
月、
旭
沢
の
特
設
コ
ー
ス
に
三
笠
宮
寛
仁
殿
下
を
お
迎
え

し
第
一
回
歩
く
ス
キー
を
催
し
た
の
が
嚆
矢
と
な
り
、
以
来
例
年三
月
の
記
念

す
べ
き
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た。

冬
の
楽
し
さ
は、
大
自
然
の
中
に
身
を
投
じ
、
心
に
ゆ
と
り
を
感
じ
な
が
ら

さ
わ
や
か
に
歩
く
ス
キ
ー
こ
そ
最
高
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
多
く
の
市
民

・
最
近
の
参
加
状
況

回

開
催
日

参
加
者

3

55. 3.9 150

4 56. 3. 8 120

5 57.3.7 140

6 58.3.6 230

7 59.3.4 250

8 60. 3.3 280

9 61. 3.16 331

10 62. 3. 1 350

11 63. 2.28 320
12 平成元.3.19 320

が
集
う
よ
う
に
な
り
市
民
生
活
に
定
着
し
て
き
た。

滝
川
市
中
央
公
民
館

市
民
生
活
の
向
上
と
、
文
化
活
動、
学
習
活
動
の
活
発
化
に
つ
れ
て
公
民
館

設
置
の
要
望
が
高
ま
り、
滝
川
市
で
は
生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
た
社
会
教
育

の
実
践
中心
施
設
と
し
て、
ま
ず
中
央
公
民
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

場
所
は、
地
域
的
に
も
利
用
度
が
高
い
明
神
町
一
丁
目
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ

1
に
か
さ
上
げ
す
る
こ
と
と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
七
月
二
十
三
日
着
工、
翌

五
十
六
年三
月
十
日
完
成、
四
月
一
日
開
館、
同
月
二
十
五
日
落
成
式
を
挙
行

し
た
。

利
用
件
数

・
利
用
の
状
況
(昭
和
六
十
三
年
度)

小
・
中
学
生
五
八
四
名

児

1 高
校
生
六
六
九
名

般
六〇
三
名

幼

鉄
筋
造
平
屋
建

経
費

一九
、
〇
〇
〇
千
円

床
延
面
積

敷
地
面
積

一四、
〇
二
六
・
〇
〇
平
方
メー
ト
ル

一九
九
・
七
九
平
方
メー
ト
ル

構
造

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
三
日

開
館

二
七
名

四
四
件
(二
〇
)

こ
の、
か
さ
上
げ
に
よ
る
複
合
施
設
は
道
内
で
も
数
少
な
い
も
の
で
あ
り
、

一
・二
階
は
福
祉
セ
ン
タ
ー、
保
健
セ
ン
タ
ー
(昭和

六
十
一年
に
独
立
庁
舎
と
し
て

分
離)、

新
設
の三
階
は
「働
く
婦
人
の
家
」、
四
・五
階
は
公
民
館
と
、
同
一

の
施
設
で
多
目
的
の
活
動
が
可
能
と
な
り
、
高
度
な
役
割
と
機
能
を
果
た
す
も

の
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
注
目
を
あ
び
た
。
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建
築
後
一
〇
年
近
く
経
っ
た
現
在、
中
央
公
民
館も
含
め
た
こ
の
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
施
設
の
利
用
度
は
年
高々
ま
り、
現
在
で
は
年
間
一五
万
人
を
超
す

盛
況
ぶ
り
で
市
民
か
ら
愛
好
さ
れ
て
い
る
。

建
物
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
五
階
建(内三

階
部
分
は
働
く
婦
人
の
家

の
施
設
で
延べ
面
積
一、
〇
八
一・
九
五
平
方
メー
ト
ル・
総
事
業
費
一
億
四、
六
七
八
万
二
、〇

〇
〇
円
)の
四
・
五
階
部
分
を
使
用、
延
べ
面
積
は
二、
二
四
九
・九
四
平
方
メ

ー
ト
ル、
総
事
業
費
三
億
五
七
八
万
六
、
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

四
階
に
は
講
堂
を
は
じ
め
会
議
室
、
社
会
教
育
推
進
指
導
員
室
、
視
聴
覚

室、
工
芸
室
な
ど
が
あ
り
、
五
階
に
は
研
修
室
、
和
室
、
市
民
サ
ロ
ン、
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ、
多
様
化
す
る
市
民
の
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る

施
設
と
な
っ
て
いる
。
この
中
央
公
民
館
設
置
を
契
機
と
し
て
、
以
後
市
内
各

地
に
年
次
的
に
公
民
館が
建
て
ら
れ、
現
在
で
は
八
公
民
館、
二
分
館
と
な
っ

て
お
り、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
公
民
館
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

公
民
館
運
営
審
議
会

こ
れ
ら
の
公
民
館
運
営
を
適
正
か
つ
円
滑
に
す
る
た
め
に、
公
民
館
条
例
四

条
に
基
づ
く
公
民
館
運
営
審
議
会
制
度
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
運
営
審
議
会
は
委
員
一
五
名
以
内
で
組
織
し
、
委
員
の
任
期
は
二
年、

市
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り、
第
一
回
の
任
命
は
昭
和
五
十
六
年三

月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
。

清
水

第
二
章
社
会
教
育

右 右
～
同
～
同

退

任
右 右

滝川市の公民館

施 色
所所 地 開館年月日

中 央 m2 m 鉄筋コンクリー
卜造5階建 S56. 4.1

(4・5階部分)総合福祉センター・働
く婦人の家との複合施設
工芸室・ア トリエ

S55.12.25公 江

部 乙
2,232.70 1,132.85

鉄筋コン クリー
卜造2階建(江部乙町西12-3-7)音 楽

(新町3-9-30) 1,267.00 1,024.50
鉄筋コンクリー
卜造2階建
鉄筋コンクリー

(西町 6-1-8) 1,073.21 629.84卜造2階建 S57.12.18

民 木造ブロック造 しぶき祭りの山車の展示場
H 2. 4.1

1,584.05 710.00
鉄筋コン クリー卜造2階建 S58.11.18中 区

(朝日町東2-2-4) 3,621.78 355.68
鉄筋コンクリー
ト造2階建

1階部分は、中地区児童セン ター
S59.11.16

館 鉄筋コン クリー
ト造2階建 S61.11.12

地 区
(東町5- 146-15) 1,292.00 712.80

鉄筋コンクリー
卜造2階建 S62.12.28

本 町
(本町4-3-5) 1,355.97 724.35

鉄筋コン クリー
ト造2階建 H 2.12.26

2

(明神町 1-5-29) 3,213.21 2,249.94

中央公民館花月分館
(花月町 2-5-1) 3,274.00 357.00

ブロ ック造2階
建

中央公園に向けて屋外ステージ
S60.12.25

音楽練習も出来る。文化公園に向けて屋
外ステージ S56.12.20

西 地 区

1,073.21 1,025.50
西 地 区 館 分 館

(山車会館)(同)
北 区 地 (滝の
川町東 2‒‒1120-180)

地

緑
東

地 区

(緑町6-3-11) 1,121.96 712.80

構
色)

造 特床延面積(特敷地面積名設在

江
口

弘
同

彰
同

氏
名 名

就

任

保
昭
和
五
六
・

四
・

一～
五
八
・
三
・三
一

棚
井

地 区
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A=件数 B=人数 C=使用料

No. 61 62 63 計
A 2,864 2,989 2,939 8,7921 B

66,213 104,861 107,925 278,999

C 2,506,600 2,436,040 2,460,770 7,403,410

A

93 115 126 334

2 B

1,11632 1,072 1,279 3,467

C 32.720 33,380 19,680 85,780
A 1,175 1,099 1,221 3,4953 B

16,011 15,215 17,211 48,437

C 621,570 569,210 706,920 1,897,700

A 1,348 1,594 1,538 4,4804 B

25,108 28,657 26,532 80,297
C 1,179,640 1,113,250 1,032,320 3,325,210

A 2,037 2,141 1,589 5,7675 B

12,589 10,232 11,436 34,257

C 395,510 370,850 424,200 1,190,560

A 707 731 611 2,0496 B

11,802 13,865 11,716 37,383

C 553,700 566,690 461,410 1,581,800

A 516 608 501 1,6257 B

14,670 13,754 20,591 49,015

C 1,295,900 911,300 1,155,770 3,362,970

A 548 1,425 1,384 3,3578 B

2,556 10,392 10,438 23,3860 C

162,850 625,480 627,510 1,415,850

右 右 右 右 右 右 右 右 A 330 883 1,2139 B

3,493 12,977 16,470

C 253,730 467,320 721,050

合 A

9,288 11,032 10,792 31,112

B 150,065 201,541 220,105 571,711計 C

6,748,500 6,879,930 7,355,900 20,984,330

公
民
館
利
用
状
況

第
九
編
教

六
〇
・

四
・

工
藤
政
勝
同

佐
木々
盛
人

本
山
英
治
同

杉
浦
京子

同

祖
母
井
孝
導

谷
山
治
夫
同

中
川
日
出
吉
同

早
弓
房
松
同

武
田
勝
夫
同

谷
口
ヤ
ス子

同

一
～
六
一
・
三
・
三
一

～
同

～
同

～
同

～
同

～
五
八
・

～
六
〇
・

～
六〇
・

三
・
三
一

三
・
三
一

坪
谷
六郎

同
金
山

美
濃

高
橋

倫子
同

佳
隆
同

豊
同

～
現
～
六
三
・
三
・
三
一

右
・

博
同

水谷
五
一

～
平
元
・

六
二
・
七
・
一～
六三
・
七・
二八
(死
亡)

引
地
健
夫
同

六
・
三〇

～
同

～
同

～
同

～
同

～
同

～
六
二
・
三・
三
一在 右 右 右 右 右

～
五
八
・
三
・
三
一

三
・
三
一右 右 右 右

五
八
・
四
・

一～
六
〇
・
三
・
三
一

柏
原

柴
田
日
野

北
条
俊
郎
同

敏
之
同

勇
同

右 右 右 右 四 右 右 右 右
育
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細
田
長
知
同

石
山
悟
司
同

加
賀谷
時子

同同

音楽公民館

滝
川
市
民
会
館

旧
市
民
会
館

旧
市
民
会
館
は、
当

初
滝
川
町
民
会
館
と
し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が、
そ
の
建
設
位
置
を
め

ぐ
って
紛
糾
が
あ
った
。
最
終
的
に
は

緑
町
八
番
地
の
七(現

消
防
本
部
庁
舎
位
置
)

に
昭
和
三
十
二
年
一
期
工
事
、
昭
和三

十
四
年
三
月
に
二
期
工
事
が
完
了
し
オ

ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
市
民
会
館
が
で
き
て
か
ら
各
種

会
議
、
懇
親
会
な
ど
の
行
事
に
活
用
さ

れ、
特
に
そ
のこ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
新
生
活
様
式
に
よ
る
結
婚
式
場
と
し
て
市

民
の
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
った。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
市
内
に
は
次
と々
立
派
な
施
設
が
建
て

ら
れ
市
民
会
館
の
利
用
度
は
急
激
に
減
っ
て
き
た。
昭
和
三
十
九
年
度
に
は
年

間
一、
七〇
〇
件
を
超
え
る
利
用が
あ
っ
た
の
に、
昭
和
四
十
七
年
に
は三
二

八
件
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
こん
な
状
況
に
加
え
て
施
設
内
部
の
旧式
さ
も

あ
って、

つ
い
に
昭
和
四
十
八
年
に
は
閉
館の
止
む
な
き
に
至
った。

幸
い
に、
昭
和
四
十
八
年
に
は
文
化
セ
ン
ター
が
新
町
に
建
設
さ
れ、
更
に

昭
和
五
十
年
に
総
合
福
祉
セン
タ
ー
が
明
神
町
に
開
館
し、
会
議、
研
修、
各

種
イベ
ン
ト
な
ど
に
は
不
便
を
感
ず
る
こ
と
も
な
か
っ
た。

現
市
民
会
館、
そ
の
後、
数
年
を
経
て
市
勢
の
一
段
の
活
躍
を
み
て
、
市
民

文
化
の
向
上
を
は
かる
た
め、
研
修
や
集
会
な
ど
交
流
の
場
と
し
て
、
さ
ら
に

は
褒
賞
・
式
典
な
ど
を
行
う
公
式
の
場
と
し
て
幅
広
く
活
用
す
る
た
め
の
場
と

し
て
再
び
市
民
会
館
設
置
の
要
望
が
高
ま
っ
て
き
た。

こ
の
た
め、
市
と
し
て
は
慎
重
に
市
民
の
意
向
を
確
か
め
、
将
来
展
望
に
立

って
、
市
内
を
一
望
で
き
る
南
滝
の
川
の
高
台(現文

京
町
一丁
目
一
番)に

郷
土
館

分
館
(華
月
館)
に
隣
接
し
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

起
工
昭
和
五
十
六
年
八
月
十
一
日

竣
工
昭
和
五
十
七
年三
月
二
十
五
日
(落
成
式
四
月
十二
日)

構
造
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建、
銅
板
葺
屋
根

総
面積

七
五〇
平
方
メー
ト
ル

総
工
費
一億
九、

一四六
万二
、
〇
〇
〇
円

外
観
は、
道
庁
赤
れ
ん
が
を
基
にデ
ザ
イン
し
た
開
拓
時
代
の
洋
館
風
で、

象
牙
色
の
タ
イ
ル
張
り、
屋
根
は
永
久
的
な
銅
板
を
使
用、
ま
た、
内
装
で
は

第
二
章

社
会
教
育

右 右右右右右
右 右

～

5 5 S S
S ～
現

現 現 現 現 現 現 現

元
・

七・
一
～
現

六三
・
七
・
一～
現

～ ～
平二
・
三・
三
一在 在 在 在 在 在 在 在 在

右
一～
平
元
・
六・
三
〇 右

一～
平
元
・
三
・
三
一

～
同

～
平
元
・
六・
三〇

～
六
三
・
三
・
三
一

平
野
富
康

若
山
良
一
同

阿
部
木
村
耀子

同
弘

同

吉
野
郁子

同
古
賀
エス
子
同 同

中
野
竹
久
同

中川
力
同

中
村
福
夫
平

中
谷

幸
司

金
子
重
男
同

鈴
木
健
治

三
浦
隆
一
同

右

右 右 右 右

六三
・
七
・
一～
同

右
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第
九
編
教

育

市民会館

利
用
状
況

年

六
三

六
一

五
九

五
七 度

利利
用 用

三、
七
五
一

三
、
一六
三

三、
五
五
二

二、
八〇
五
人 員

一
階
ホー
ル
や
二
階
ロ
ビ
ー
の
壁
に
は

大
理
石
を
全
面
に
張
り
つ
け
る
な
ど
、

「後
世
に
誇
れ
る
立
派
な
建
物
」
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
豪
華
な
施
設
で
あ
る
。

内
部
は
一
階
に、
喫
茶、
軽
食
コ
ー

ナ
ー
つ
き
談
話
室、
和
室
、
調
理
実
習
室
、
会
議
室
、
休
憩
室、
事
務
室
を
配

し
、
身
障
者
用
ト
イ
レ
も
備
え
て
お
り
、
二
階
に
は
集
会
室
、
研
修
室
を
設
置

し
て
い
る
。

落
成
間
も
な
い
昭
和
五
十
七
年
四
月
十
五
日
に
は、
滝
川
市
と
栃
木
市
の
友

好
親
善
都
市
提
携
盟
約
式
が
こ
の
会
館
で
催
さ
れ、
以
後、
各
種
式
典、
褒
賞

を
はじ
め、
研
修、
会
議、
会
合
な
ど
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
る。

文
化
セ
ン
タ
ー
(新
町
三
丁
目
六
一‒四
四)

昭
和
四
十
八
年
六
月二
十
二
日、
滝
川
市
民
の
文
化
的
水
準
の
向
上
を
は
か

る
た
め
の
施
設
と
し
て
開
館
し
た
文
化
セ
ン
ター
は、
市
民
を
中
心
と
し
た
文

化
的
な
催
し
物
を
は
じ
め、
全
道
全
国
を
規
模
単
位
と
す
る
各
種
大
会、
文
化

学
術
研
究
の
諸
会
議、
式
典、
展
示
会
等、
幅
広
く
利
用
さ
れ
中
空
知
に
お
け

る
文
化
活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
たし
て
いる。

し
か
し
開
館
以
来
十
有
余
年
の
年
月
を
経、
そ
の
利
用
頻
度
が
重
な
る
こ
と

か
ら
施
設
設
備
の
拡
充
が
必
要
と
さ
れ
る
と
と
も
に、
施
設
の
傷
み
部
分
の
修

理
も
必
要
と
な
り、
昭
和
五
十
六
年
以
降
多
額
の
費
用
を
投
じ
年
次
的
に
改
善

充
実
に
つ
と
め
て
き
た
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
音
響
関
係
九、
三
九
九
万
円
、
調

光
関
係
四
、
〇
九
〇
万
円、
天
井
壁
・
床
等
の
塗
替
張
替
修
理二
、
四
六
三
万

円
、
ホ
ロ
イ
エ
増
築
関
係
二
、
九
八
三
万
円
、
そ
の
他
改
修二
、
一七
四
万
、

で
あ
り
一
層
の
拡
充
を
図
った
こ
と
か
ら
利
用
は
更
に
促
進
さ
れ
つ
つあ
る
。

・開
催
さ
れ
た
主
な
行
事

五
四
年
北
海
道
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
第二
九
回
大
会

北
海
道
社
会
教
育
委
員
研
修
会

第
三
回
郷
土
芸
術
祭
芸
能
祭

五五
年
現代
美
術
展
移動
展

五
六
年
全
国
交
通
安
全
教
育
推
進
地
区
研
修
全
道
大
会

北
海
道
公
衆
衛
生
大
会

国
際
障
害
者
記
念
空
知
支
庁
地
区
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

六
一
年
ライ
オン
ズク
ラ
ブ三
三
一ー
A
地区
第三
二
回
年
次大
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
クラ
ブ
三
三
一
複
合
地
区
第三
二
回
年
次
大
会

六二
年
第
四〇
回
北
海
道
公
立
学
校
事
務
職
員
研
究
大
会

第
一
一回
道
民
芸
術
祭、
第
一
九
回
空
知
管
内
郷
土
芸
術
祭

第
八
回
北
海
道
高
等
学
校
文
化
祭

第
二
一
回
北
海
道
高
等
学
校
美
術
展

第
四○
回
北
海
道
婦人
大
会

・
利
用
状
況

平
元
年
第
一
九
回
赤
十
字
北
海
道
大
会

536

人

五
九
年
昭
和
五
十
九
年
度
北
海
道
体
育
指
導
委
員
研
修
会



文化センター利用状況

年度 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

大
ホ
ー
ル

件 数 138 128 125 131 128
(18) (27) (17) (22) (26) (32)

回 数 235 203 221 215
(43)

218
(38)

221
(61)

241
(43)

219
(49)

229
(61)

235
(74)

使用料 6,545,466 4,913,214 5,449,942 4,929,836 4,926,750 4,616,100 7,781,374 6,780,173 6,547,311 7,473,951

件 人女数 162
(55)

203
(54)

129
(25)

136
(26)

153
(31)

116 127 118
(24)

105
(31)

109
(40)

回 数 238
(74) (72)

195
(40)

219
(44)

225
(50)

204
(62)

219
(59)

196
(39)

179
(54) (71)

使用料 1,393,752 2,008,198 1,435,667 1,654,774 1,710,192 1,230,573 1,788,961 2,096,762 1,408,359 1,562,077

件 数 806
(223)

729
(219)

519 818
(381)

834
(395)

916
(404)

1,011
(404)

791
(260)

645
(83)

599
(128)

回 数 1,530 1,192 956
(123)

1,826
(1,065)

1,928
(1,124)

2,127
(1,138)

2,296
(1,139)

1,610
(629)

1,139
(170) (309)

使用料 4,077,787 2,608,069 2,055,518 1,842,084 1,665,166 1,888,518 3,537,111 2,998,734 2,885,690 2,577,190

使 用 料 計
円
12,017,005 9,529,481 8,941,127 8,426,694 8,302,108 7,735,19113,107,44611,875,66910,841,36011,613,218

()は市・市教委主催の使用で内数。

年度別利用人員 161,352 129,175 98,766 122,404 132,667 140,219 151,503 136,346 136,931 138,861

区年
度

\分 有 有 料 無無 料 計

55 11,421 3,401 14,82256 8,603 3,035 11,63857 6,419 2,251 8,671

58 5,583 2,455 8,038
59 5,692 2,296 7,998

60 3,909 1,573 5,482

61 3,082 1,218 4,300

62 2,877 1,256 4,133

63 2,744 1,166 3,910

滝
川
市
郷
土
館
(新
町三
丁
目
八
‒
二
〇
)

滝
川
市
の
歴
史
を
た
ず
ね
、
現
在
を
考
え
明
日
へ
の
創
造
に
役
立
た
せ
よ
う

と
す
る
郷
土
学
習
を
深
め、
親
子
と
も
ど
も
み
ず
か
ら
の
教
養
を
深
め
る
場
と

し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く、
先
人
の
歩
ん
で
き
た
偉
業
を
偲
ぶ
歴
史
的
資
料

の
収
集
・
保
管、
効
果
的
な
展
示
を
工
夫
し、
郷
土
館
運
営
機
構
や
施
設
設
備

の
整
備
に
一層
の
努
力
を
注
ぎ、
豊
か
な
郷
土
滝
川
の
発
展
を
め
ざ
す
市
民
の

意
識
高
揚
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。
し
かし
近
年
に
至
り
入
館
者
は
漸
減

の
傾
向
に
あ
り
極
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
市
民
各
層、
各
団
体
や
機
関
等

に
お
け
る
学
び
の
場
と
し
て
の
意
義
を
更
に
理
解
さ
れ
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

入
館
者
数
の
状
況

・現
在
の
保
存
資
料
点
数

一三
、
三
一
一点

122 125 125 132 124
(23) (21) (19) (23)

(36) (32) (37)

小
ホ
ー
ル

(31) (33)

288 187

会
議
室
等

1,140
(333) (292)

(67)

537
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第
九
編
教

育

郷
土
館
分
館
華
月
館
(文
京
町
一丁
目
一‒‒一

九)

は
じ
め
に

よ
ど
み
な
き
空
知
川
が
悠
久
な
る
石
狩
川
と
合
流
し
滝
川
の
大
地
を
生
む。
そ
の
昔、
空

知
太
を
行
き
交
う
旅
人
た
ち
は
岸
辺
の
宿
三
浦
屋
に
て
明
日
へ
の
希
望
を
新
た
に
し
た。

時
は
移
り
九
十
幾
星
霜
、
恵
み
多
き
母
な
る
大
河
は
時
と
し
て
氾
濫
の
試
練
を
与
え
た

が、
先
人
は
不
撓
不
屈
の
開
拓
者
精
神
を
も
っ
て
郷
土
の
建
設
に
邁
進
し
続
け
た
の
で
あ

る
。三
浦
屋
二
代
目
三
浦
庄
作
氏
は、
大
正
四
年
菜
花
通
り
に
旧
御
料
局
舎
を
併
せ
た
和
洋
折

衷
の
邸
宅
と
華
麗
な
る
庭
園
を
造
り、
再
び
旅
人
の
心
を
求
め
た。
奥
座
敷
鶴
亀
の
間
は
各

界
著
名
の
士
に
親
し
ま
れ、
本
市
発
展
に
関
わ
る
諸
懸
案
も
種
々
協
議
さ
れ
た
と
言
う
。

こ
こ
に、
開
基
九〇
周
年
を
記
念
し
て
移
築
す
る
と
と
も
に、
華
月
館
と
命
名
し、
故
き

を
偲
び
新
し
き
を
探
る
よ
す
が
と
し
て
永
く
保
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
九
月
一
日

吉
岡
清
栄

右
は、
滝
川
市
文
化
財
と
し
て
第三
号
に
指
定
さ
れ、
花
月
町
「ホ
テ
ル
三

浦
華
園
」
の
奥
座
敷
を
文
京
町
に
移
し
永
く
保
存
し
よ
う
と
し
た
開
館
式
に
あ

た
り
寄
せ
ら
れ
た
吉
岡
市
長
の
一文
で
あ
る
。
滝
川
の
発
祥
時
と
同
じ
く
し
た

三
浦
屋
旅
館(初代三

浦米蔵)が
明
治三
十
一
年
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
流
失
し
、

後
に
再
建
成
っ
た
経
緯
を
語
る
も
の
と
し
て、
往
時
を
偲
ぶ
歴
史
の
一
コ
マ
と

し
て
い
つ
ま
で
も
大
切
に
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

華
月
館
の
概
要

造

敷
地
面
積

六〇
四
・
〇
〇
平
方
メー
ト
ル

一
五三
・
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル

木
造
二
階
建

昭
和
五
十
五
年三
月二
十
三
日

昭
和
五
十
五
年
七
月三
十
一日

一、
九
二
九
万
円

和
室
三
応
接
室
一

開
館
日

昭
和
五
十
五
年
九
月
一
日

郷
土
館
分
館
屯
田
兵
屋
(江
部
乙
町
東
十
一丁
目
十三
)

明
治
二
十
七
年
に
入
植
し
た
江
部
乙
屯
田
兵
屋
を
移
設
復
元
し
た
も
の
で
あ

る
。
開
拓
当
時、
兵
村
計
画
に
も
と
づ
き
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
道

路
に
沿
っ
て、
屯
田
兵
屋
が
規
則
正
し
く
配
置
さ
れ
て
い
た
。

厳
し
い
軍
規
のも
と
で、
未
開
の
大
地
の
開
墾
に
励
ん
だ
偉
大
な
先
人
た
ち

の
苦
闘
の
歩
み
と
、
反
面、
和
や
か
な
一
家
団
ら
ん
の
情
景
を
質
朴
な
た
た
ず

ま
い
の
中
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

※
滝
川
市
指
定
文
化
財
第
五
号
(昭
和
五
十
六
年
九
月
一日
)

滝
川
市
立
図
書
館
(新
町三
丁
目
五一‒一〇

)

昭
和
四
十
八
年
六
月
二
十
二
日、
市
民
待
望
の
図
書
館
が
開
館
し
た
。
以
来

蔵
書
の
補
修
整
理、
閲
覧
室
の
整
備、
閲
覧
・
貸
出
の
簡
便
化、
巡
回
文
庫
車

の
場
所
の
増
設
な
ど
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
業
務
の
充
実
に
つ
と
め
て

き
た
。
幸
い
市
民
の
理
解
協
力
も
得
て
蔵
書
は
一
一万
冊
を
は
る
か
に
超
え
る

ほ
ど
に
な
り
、
や
や
も
す
れ
ば
読
書
離
れ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
昨
今
の
風
潮
の

中
に
あ
っ
て、
読
書
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る。

・
図
書
館
協
議
会
委
員

武
田
せ
い
四
八
・
七
・

一～
五
八
・

石
元
範
子
五
〇
・
七
・
一～
五
六
・

西
沢
秀
男
五
二
・
七・

小
田
島
耕三

五二
・
七・

一
～
五
六
・ ・

一～
五
五・

三
・
三
一

六
・
三〇

六
・
三
〇

六
・
三
〇

六
・
三〇

中
西
重
雄
五
二
・
一〇
・

一～
五
六
・・

一～
五
八
・
六
・
三〇

六
・
三〇

六
・三
〇

居
神

忠
五
四
・
七
・

一～
五
六
・

高
田
信
一
五
五
・
四
・
一～
五
六
・

平
野
信
夫
五
五
・
四
・

一～
五
八
・
六
・
三〇

施
設
概
要

移
築
着
工

構 床
面
積竣工

経
費費

福
島
隆
治
五
三
・
五
・

538

滝
川
市
長
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年 度
54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

1
区 分

受 購 入 4,985 5,196 5,513 3,484 4,346 3,795 3,699 2,803 3,695 3,795 4,339

入|寄 贈 等 3,706 3,178 1,462 1,693 2,016 4,371 4,674 1,330 1,820 1,115 601

払 出 1,096 2,978 707 583 2,527 1,910 2,715 7,761 3,673 6,393 9,737

増 減(△) 7,595 5,396 6,268 4,594 3,835 6,256 5,658△ 3,628 1,842△ 1,483△ 4,797

累 計

88,81494,210100,478105,072108,907115,163120,821
(単位 冊)

年 度
54 55 56 57 58 59 60

61 62 63
区 分
基 本 図 書 2,951 3,054 3,219 3,313 3,360 3,448| 3,681 3,697 3,727 3,750

児童一般図書 65,229 68,725 73,660 76,477 78,899 80,822 81,676 81,068 81,967 83,324

寄贈等図書 20,63422,431 23,599 25,282 26,648 30,893 35,464 32,428 33,341 30,478

計 88,814 94,210100,478105,072108,907115,163120,821117,193119,035117,552
(単位冊)

・
蔵
書
の
状
況

平
元

六
三

六
二

六
一

六〇

五
九

五
八

五
七

五
六

五
五

五
四 区
分|

二
七
六

二
八〇

二
八
二

二
七
九

二八
二

二
八二

二
七
九

二
八
一

二八
二

二八
三

二
八
四

本一
〇
五、
〇
五九

一
〇
〇
、
七
七三

一〇
二
、
六
七
二

三
六

七 一
一三、

六
一
五

(四
一
、〇
七
七)(二

一、
九
八
六)

二
六、
九
五
三

二
八、
七
二
六

三
三
、
一
三
六

(四
二
、
四
一五
)(一
四、
三
三
三
)

九
九、
二三
二

(四
七、
一九
一)

九
七
、
三
八
五
一七
、
七
三
七

九
五、
三
一
七
一

(四
五、
六三
七)(一

一、
〇
三
一)

一
五、
六
〇
〇

(四
六、
九
四
五)|(一

一、
七
一二
)

(二
三
〇
)

(四
九、
六
三
一
)(一〇

、
六
六
〇
)

(二
二
七
)

四
〇
、
五
八
四

巡
回
文
庫

(日
数
)

(一
八
)

(二
五
)

三

(二
九
)

六、
八
九
七

(三
〇
)

五、
四
五
三

(二
三
)

六、〇
八三

(四
三
)

六、
一六
一

(二
六
)

五
、
七
三
七

(四
一)

九、
二
五
三

(四
六)

六、
九
七
六

(三
七
)

三
五、
〇
七
五

(七三
)

四
七、
三
二
七

貸
出
文
庫

(団
体
数
)

・
利
用
状
況

単
位
冊

・図
書
受
払
状
況

森
本
文
子
五
八
・
七
・
一～
現

杉
浦
京
子
五
八・

七
・
一～
六
〇
・
六
・
三
〇

佐
藤
亮三

五八
・
七・

一～
六〇・

六
・
三
〇

古 祖
母
井
孝
導好
五
六・

七・
一～
五
九
・
三
・三
一

五
六
・
七・

一～
五八
・
六
・
三
〇

(三
三
、
九〇
一
)(一
八、
四
八
二
)

(二
七、
八
九
三
)(二

一、
二二
八
)

(三
四、
六
七
八
)(二
二
、
二
五
三
)

,三
六、
九
一三
三
八
、
四
三
〇

(二
二
七
)

四
一、
三〇
五

(二
二
六)

三
九、

一七
五

(二
二
六)

三
六
、
三
三
四

(二
二
八
)

二
一、
〇
四
九
三〇
、
九〇
九

(九、
九
〇
〇
)

(二
三
七)

二
二
、
三
八
九

(二
三
〇
)

二
五、
七
四
八

三
四、
三
八
八

九
六、
七
三
六
一
五、
八
二
三

一
二、
八
六
六

各
図
書
コ
ー
ナ
ー

(人
数
)

(一
七
七
)

三
五、
八
九
一

(一
七
九)

(二
二
五)

,二
四
、
〇
〇
七
三
七、
八
八
五

在

六
・三
〇

六
・
三
〇

五
六
・
七・

一
～
五
八
・

山
本
正
信
五
六
・
七
・

一～
五
八
・

谷
口
ヤス
子

開
館
日
数

九
六
、
四
二
七 館

(人
数
)

一
九、

三
九
八

(四
四、
〇
二
二
)(二

一、
七
三
〇
)

一
〇
九
、
一八
二

三
三

一〇
1、
六
九
一

(三
八、
八〇
四)(二

〇
、
五
九
四
)

本
館

六、
七
七
〇

八
、
五
〇
〇

117,193119,035117,552112,755

年
度

539



第
九
編
教

在
藤
井
哲
也
五
八
・
七
・
一～
六
二
・
六
・三
〇

近
藤
輝
雄
五八
・
七
・
一～
現

佐
木々
盛
人
六
〇
・
七
・

木
村
照
男
六〇
・
七
・
一
～
六
一
・
三
・
三
一

山
本
綾
子

坂
本
国寿

中
谷

幸
司
六
一
・
五
・

加
賀
谷
時子

六二
・
七
・
一～
平
元・

深
井

六
二
・
七
・
一～
平元・

一
～
六
三
・

一～
六
二
・

一～
六
三
・

三
・三
一

六
・
三〇

三
・
三
一

滝
川
子
供
の
読
書
を
す
す
め
る
会

昭
和
四
十
四
年
七
月
に
発
足
し
た
本
会
は、
平
成
元
年
で
二
十
周
年
を
迎
え

た
。
こ
の
間、
会
の
創
立
者
で
あ
り
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
っ
た
木
内
敏
夫
先
生
が

昭
和
五
十
七
年
十
月
に
他
界
さ
れ
て
か
ら
は、
会
員
の
数
も
漸
減
し、
現
在
は

二〇
名
ほ
ど
で
活
動
し
て
い
る
。
毎
月
実
施
し
て
い
た
活
動
も
年
四
回
程
度
の

学
習
会
に
移
行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が、
各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
著
名
な
先
生
方
を
お
招
き
し
お
話
し
を
聞
く
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

会
員
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
読
書
の
大
切
さ、
読
み
聞
か
せ
の
必

要
性
に
気
付
いて
い
な
い
多
く
の
若
い
お
母
さ
ん
達
へ
の、
会
の
趣
旨
を
ど
う

理
解
し
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
と
考
え
努
力
を
続
け
て
い
る
。

滝
川
読
書
会
「
な
ず
な
」

昭
和
五
十二
年
七
月、

「子
供
の
読
書
ば
か
り
で
な
く、
母
親
た
ち
も
本
を

読
み
ま
し
ょう
。
そ
し
て
読
後
感
を
話
し
合
え
ばも
っと
本
を
読
む
こ
と
が
好

き
に
な
る
で
し
ょ
う
。」
と
いう
こ
と
で、
「子
供
の
読
書
を
す
す
め
る
会
」
の

元
会
長
武
田
せ
い、
滝
川
高
校
勤
務
の
笠
原
俊
子
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
発
足

し
た
も
の
で
あ
る
。
以
来
一
三
年
間、
二
ヶ
月
に
一度
の
会
合
を
欠
か
さ
ず
開

き
読
後
感
想
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
平
成二
年
現
在、
会
員
数
は
一
一
名
で
あ

る
が、
会
合
に
は
あ
ら
かじ
め
輪
番
で
当
番
を
き
め、
会
場
設
営
や
本
の
選
定

な
ど
の
面
倒
を
み
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
力
を
合
わ
せ
互
い
に
啓
発
し
あ

っ
て
読
書
会
を
盛
り
た
て
て
い
る
。

歴
代
代
表
者

初
代
笠
原
俊
子
(昭
五
二
・
七
～
昭
五
八
・
三
)

二
代
小
林
美
弥
子
(〃
五
八
・
四
～現

在)
滝
川
地
区
視
覚
聴
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(新
町三
丁
目
五‒‒一〇

)

る
。

.
在 在在 在 在
三
・三
一

三
・三
一

七
・
三
一

四・
一～
平
元
・
三
・
三
一

六
三
・
四
・
一～
平
元
・
三
・
三
一

旭

石
塚
喜
法
六
三
・

山
田
義
雄
五
九
・
五
・
一～
平
元・

早
弓
弘
行
平
元
・
四
・
一～
平
二・

宮
崎
美
代
松
平
元
・
四・

平
野
富
康

綿
谷

平
元
・
七
・

一～
現

一～
平
二
・

二
喜

今
野
吉
満
平二
・
五・

一～
現

和
泉
利
定
平
二
・
五
・

一～
現

落
合

孝
平二
・
五
・
一～
現

シ
ズ
平
元
・
七
・

一～
現

平
元
・
八
・

一～
平
二
・
三
・
三
一

矢
部

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
の
会

〇
歳
から
五
歳
ま
で
の
幼
児
に、
絵
本
の
世
界
に
浸
っ
ても
ら
い
好
ま
し
い

読
書
思
考
の
基
礎
を
身
に
つ
か
せ
た
い
と
い
う
共
通
の
ね
が
い
を
持
っ
た
若
い

お
母
さ
ん
た
ち
が
自
主
的
に
会
を
つ
く
り
、
平
成
元
年
四
月、

「だ
る
ま
ち
ゃ

ん
の
会
」
と
あ
ら
た
に
命
名
し
、
市
図
書
館
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
、
月
二
回

の
定
例
会
を
中
心
に、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ、
紙
し
ば
い、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
つ

ど
い
の
中
から
、
豊
か
な
う
る
お
い
の
あ
る
心
を
求
め
て
活
動
を
続
け
て
い

(代
表
者

高
橋
か
ず
子
)
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六
〇
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七
・

六
・
三〇

六
・
三
〇



昭
和
四
十
九
年
設
置
指
定
を
う
け
た
滝
川
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、

滝
川
市
立
図
書
館
の
中
に
設
け
る
こ
と
を
三
市
町
(滝川
市、
新
十
津
川
町、
雨
竜

町
)の
協
議
に
よ
り
決
定
、
滝
川
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
推
進
協
議
会
を

発
足
さ
せ
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。

事
業
と
し
て
は、
教
材
や
機
材
の
無
料
貸
し
出
し
、
視
聴
覚
教
育
指
導
者
の

養
成、
他
地
区
と
の
合
同
に
よ
る
実
践
交
流
会
の
開
催
な
ど
で
あ
る
が、
利
用

面
に
お
いて
遠
隔
地
で
は
直
接
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
頻
繁
に
出
向
く
こ
と
の
難
し

さ
な
ど
も
あ
り、
申
込
み
に
よ
っ
て
時
に
は
宅
配
便
を
利
用
し
配
送
す
る
な
ど

工
夫
し
現
場
か
ら
喜
ば
れ
利
用
度
も
向
上
し
て
き
た。

・
歴
代
所
長

昭
六
〇
年

昭
六
一
年
～
現
在
本
間

・
推
進
協
議
会
会
長

昭
六
〇
年
～
六
一
年

昭
六
二
年
～
六
三
年

深
井

旭
平
元
年
～
現
在
早
弓
弘
行
(東
小
校
長)

)
材

編 撮
成 集 影

名
R 機 P 機 機

数
41 1 1 1

4 1 1 1
式 台 台 台 台 |量

市
町
|

年
|度 小 学 校中 学 校|社会教育

計

滝
川
市

60 1,091 27 1,020 2,13861 1,071 34 1,590 2,695
62 1,208 39 1,442 2,689
63 709 27 3,349 4,085

新
十
津
川
町

60 273 9 212 494
61 212 18 322 552 19

9

78 91

|保 体

62 337 21 118 476

63 255 48 123 426

雨
竜

町

60

2 0

121 142
61 28

0

154 182

62 25

0
0 10 38

63

0 0

12

12|
地
区
外

60

0 0

27

27 1 1 7

25 技 ・家
61

0 0

53 53
62

0 1

34 35
63

0 0

61 61

60 1,385 36 1,380 2,801
60 1,311 52 2,119 3,482計
62 1,570 64 1,604 3,238|
63 964

75 3,545 4,584

※
そ
の
他
と
し
て
、
ス
ライ
ド
44、

レ
コ
ー
ド
27、

T
・
P
2
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
76

紙
芝
居

録
画
教
材

16

ミ
リ

コ
ン
セ
プ
ト

8
ミ

リ

材

教

科
(分野)

24

4

111 社 会

4 1

142理

科

7
3

国

国 語

7
2 1 1 音音 楽

1 2 算 算 数数

4

21 図 ・美

1 00 28

道

38 18 26

特

26 43 149 動

245

11 41 87

社

80

2

10 そ の 他

245 228 139 85 721

計

●

ミ
リ

ミ

!!!

T H リ リ

坂
本
国
寿
(東
栄
小
校
長)

1 4 3 9 9

4 00 9

台 台 台 台 台 量

・機
材
の
保
有
状
況
(昭
和
六
十
三
年
度
)

80 機
材

ス
ラ
イ
ド
映
写
機

「ミ
リ
映
写
機

16

ミ ミ
リ
映
写
機

名
数

1 茂
(

ク
綱
淵
正
幸
(滝
川
市
教
育
長)

)
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テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

8
ミ
リ
コ
ン
セ
プ
ト
映
写
機

T
.
P

作

VVTO 8 8

0
0 機

"

・
教
材
利
用
状
況
(広
域
圏
)

教

・
教
材
の
保
有
状
況
(昭
和
六
十
三
年
度)

徳
活

画
教

1

外 国 語

1



年 度
60 61 62 63

第一 小学校 423 427 584 153

第二小学校 172 94 34 140

第三小学校 231 200 201 148

西 小 学 校 41 132 61 37

東栄小 学校 52 70 126 124

江部乙小学校 25 18 65 22

東 小学校 97 130 137 85

計 1,091 1,071 1,208 709

江陵中学校

9 0
0

2 9

明苑中学校

6

11

5

1

開西中学校

9 8 0 0

江部乙中学校

3

12 13

7

計

27 34 39 27

社 会 教 育 1,020 1,590 1,442 3,349

合 計 2,138 2,695 2,689 4,085

・
教
材
の
利
用
状
況
(滝
川
市
分)次
長(滝
川
市
社
会
教
育
部
長
)

(教
材
等
選
定
委
員
会

15名

1
庶
務
係

管
理
係

滝
川
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
推
進
協
議
会

・運
営
機
構

(滝
川
市
教
育
長
)

(三
市
町
教
育
長
)
3名

滝
川
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー
(新
町
三
丁
目
九ー
一
七)

陶
芸
を
通
じ
て
市
民
の
芸
術
・
文
化、
老
人
の
生
き
が
い
を
高
め
る
施
設
と

し
て
昭
和
五
十
三
年
開
所
以
来
順
調
な
歩
み
を
続
け、
窯
の
名
称
も
「滝
川

焼
・
空
知
窯
」
と
命
名
し、
作
品
の
質
も
遂
年
向
上
し
著
名
に
な
っ
て
い
る
。

指
導
に
は
岐
阜
県
多
治
見
市
か
ら
招
い
た
大
野
耕
太
郎
(学習
院
大
卒、
多
治
見

柴
田
和
義
同

大
草
一二
三
昭
五
五
・
一
二
・

一～
同

～
同

～
同

～
昭
六二
・
九
・三
〇
(二
代
委
員
長)

●・陶
芸
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

今
野
正
義
昭
五三
・
一〇
・
一～
昭六
二
・
九
・三
〇

武
田
勝
夫
同

松
尾
政
治
同

協
平
同

右 右 右 右

右 右 右

～
昭
五
五
・
一
一・
三〇

(初
代
委
員
長)
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陶芸センター 窯
業
高
校
専
攻
科
修)が

開
所
以
来
継
続
し

て
講
座
を
担
当
し
、
熱
心
に
指
導
、
参

加
者
も
年
増々
加
す
る
と
と
も
に
定
着

化
の
傾
向
に
あ
る
。
ま
た、
最
近
の
傾

向
と
し
て
は、
勤
労
者
ュー
ス
の
希
望

者
の
増
加
が
目
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

れ
に
対
応
し
た
コー
ス
の
充
実
を
図

り
、
更
に
美
術
自
然
史
館、
郷
土
館
等

と
提
携
し
て
新
し
い
講
座
の
開
設
に
つ

い
て
検
討
を
は
じ
め
て
お
り
一
層
の
充

実
発
展
を
期
し
努
力
し
て
い
る
。
こ
の

た
め、
昭
和
六
十
三
年
に
は
施
設
を
拡
張
し
、
窯
も
増
設
し
自
由
制
作
に
も
励

ん
で
い
る。

な
お、
陶
芸
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
効
率
的
に
す
る
た
め
に、
市
条
例
で
運
営

委
員
会
制
度
を
設
け、
陶
芸
の
普
及
と
運
営
に
当
た
っ
て
き
た
が、
事
業
も
軌

道
に
乗
り、
安
定
し
て
き
た
こ
と
か
ら、
昭
和
六
十二
年
十
月、
条
例
を
改
正

し
こ
の
制
度
を
廃
止
し
た
。

所
長

運
営
委
員
会

31名

金
子



年 度
54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

コース・
施
設
の
拡
充

初
中
上
趣

手

級

26 20 11 20 14 10 20 21 11 10

級 8 9 9

級

10 34

味味

11

7

13 10

13

7 9

10 10 10 14 16 12 16

練 込 み

9

13

5 7 4

般 絵 付 6 6 6

練込化粧土

6 6

自 由 制 作

9

15 22 20

8

化 粧 土 12 12 13

6 4

オ リ べ

7 5

初 心 者 10 11 10 10

6 6

10 10 10 10

勤

上 級 14 28

手 びね り

7 7 9 4

労

ロ ク ロ 13

6

10

8 6 9 7

10

9

自 由 制 作

4 7 7

12

者

練 込 み 5

化 粧 土

5

設
備 寿

初
上 級

36 25 41 28 26 15

7 7

10 11

冬 期 講 座 50 22 15 33 28 22 24

夏 休み子 ど も 76 78 60 76 92 73 56 53 69 60

勤労青少年ホーム 11

7 8 5 5

商 工 青年学園

8

15 14

少年科学 クラブ 24

合 計 247 261 227 234 223 178 205 165 164 190

・受
講
者
の
状
況
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章
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建
物
四
四九
万
一
千
円

同
費
用
五
四
〇
万
円

増
築
工
事
床
面
積
六
六
・
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

石
油
倒
焰
窯
一基、
電
気
窯
二
基、
電
動
ロク
ロ
一〇
台

敷
地
五
七
三
・
一八
平
方
メー
ト
ル、
床
面
積
一
九
一
・二二

平
方
メ
ー
ト
ル

・現
在
の
施
設
概
要
九
〇
万
九
千
円
(電
気
窯
一基、
電
動
ロ
クロ
四
基
増)

級

15

8 1 9 1 3 3 5

-

造
クク

り
ロロ
練

543



育

美
術
自
然
史
館
(新
町二
丁
目
五一‒三

〇
)

昭
和
五
十二
年
六
月
開
館
の
郷
土
館
に
収
納
展
示
す
る
資
料
は、
市
民
各
層

の
協
力
を
得
て
数
多
く
収
集
さ
れ
た
が、
そ
の
中
に
は
美
術
的
に
評
価
さ
れ
る

も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た。
そ
れ
ら
の
保
存
展
示
に
つ
い
て、
吉
岡
市
長
か

ら、
美
術
館
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
、
時
あ
た
か
も
国
内
各
地

に
お
い
て、
地
方
文
化
の
見
直
し
と
向
上
の
た
め
美
術
館
建
設
と
美
術
品
購
入

な
ど
が
図
ら
れ
、
市
民
の
文
化
的
指
向
が
高
ま
っ
て
き
た。

滝
川
市
は
、
こ
の
世
論
の
盛
り
上
り
に
応
え
て
「滝
川
市
郷
土
美
術
館
建
設

費
積
立
基
金」
を
設
置
(昭和
五十三

年三
月)
し、
具
体
化
へ
の
第
一歩
を
踏
み

出
し
た
。
この
よ
う
な
中
で
市
で
は
「
滝
川
市
郷
土
美
術
館
建
設
基
本
構
想
策

定
委
員
会
」
を
組
織
し
、
研
究
に
と
り
か
か
っ
た。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

美術自然史館

委
員
長
田
上
義
也
氏
(建
築
家、
北
海
道

文
化
賞
受
賞
者
)

熊
谷
直
勝
氏
(北
海
道
教
育
大
学

教
授)

小
泉
弘
氏
(國
學
院
女
子
短
期

大
学
教
授
)

武
田
厚
氏
(道
立
近
代
美
術
館

学
芸
部
長
)

前
田昌
弘
氏
(北
海
道
開
発
コン

三
木
サ
ル
タ
ン
ト
常
務
)

毅
氏
(札
幌
医
科
大
学

教
授)

幹
事
小
川
英
郎
氏
(北
海
道
政
経
文
化

同
友
会
常
務
理
事)

と
い
っ
た
道
内
の
一
流
文
化
人
の
方
に々
依
頼
し
た
わ
け
で
あ
る
。

委
員
会
は
調
査
実
施
を
も
と
に
細
か
な
検
討
の
結
果、
昭
和
五
十
五
年
八
月

滝
川
市
内
空
知
川
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
滝
川
海
牛
化
石
の
学
術
性
や
保
存
等

に
つい
て
市
民
の
関
心
が
極
めて
高
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ、
郷
土
色
強
い
美

術
館
で
あ
っ
た
と
し
て
も
普
遍
的
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
いと
海
牛
館
と
の
複
合
型
施
設
を
示
唆
し、
美
術
本
来
の
人
文
科
学
と

自
然
史
本
来
の
自
然
科
学
の
接
合
に
力
点
を
注
ぐ
「
美
術
自
然
館」
構
想
を
含

め
た、
四
章
四
二
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
報
告
書
を
策
定
し、
昭
和
五
十
八
年二
月

に
来
庁
さ
れ
説
明
を
行
った
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
、
す
で
に
世
論
に
も
な
っ
て
い
る
海
牛
の
館
の
存
在
を

踏
ま
え、
更
に
美
術
館
の
規
模、
運
営
管
理
を
勘
案
す
る
複
合
館
が、
や
は
り

滝
川
市
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
、
「郷
土
美
術
館
」
と
、

「海
牛
に
焦
点
を
合
せ
た
自
然
史
館
」
で
構
成
す
る
『滝
川
市
美
術
自
然
史

館
』
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。

本
館
は、
昭
和
六
十
年
七
月
八
日
起
工
式
を
行
い
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し、
別

途
展
示
部
門
プ
ロジ
ェ
ク
ト
チー
ム
の
作
業
が、
基
本
構
想
テ
ー
マ

“地
球
と
人
そ
し
て
創
造
く
‒‒‒動

物
の
進
化
に
よ
る
人
類
の
誕
生
と

人
間
の
造
形
文
化̶
‒
‒

に
沿
い
す
す
め
ら
れ
た。
こ
こ
で
は
展
示
種
類
の
拡
大
化
が、
本
来
の
海
牛
館

の
イ
メー
ジ
を
損
う
の
で
は
な
い
かと
の
懸
念
や、
美
術
の
方
に
お
い
て
も
三

巨
匠
展
示
室
に
遍
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
向
き
も
あ
っ
た
り
し

て
論
議
に
時
間
を
費
や
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
北
海
道
初
の
本
格
的
な
自
然
史
博
物
館
と
郷
土
愛
が
浸
透
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し
た
美
術
館
の
統
合
館
が
形
づ
く
ら
れ、
各
種
企
画
展
と
と
も
に
こ
れ
を
土
台

に、
更
に
豊
か
な
心
を
も
っ
た
文
化
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た、
美
術
自
然
史
館
の
前
庭
に
は、
自
然
史
部
門
に
関
連
し
て
、
レリ
ッ

ク
の
世
界
で
構
成
す
る
化
石
の
森
(二、

五二
九・
一平
方
メ
ー
ト
ル)が

造
成
さ
れ

て
いる
が、
こ
れ
は
古
代
の
滝
川
地
方
を
シ
ン
ボ
ル
的
に
再
現
し
た
情
景
で、

陸
地
は
古
代
の
植
生
に
近
い
類
似
現
生
種
と
生
き
た
化
石
植
物
と
い
わ
れ
る
イ

チ
ョ
ウ
や
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
な
ど
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
一方
、
海
辺
に
は

親
子
海
牛
や
伝
説
の
人
魚
像
を
配
し
、
滝
川
の
象
徴
で
あ
る
太
古
の
滝
を
隔
て

て
鮮
新
世
の
時
代
の
示
準
化
石
タ
カ
ハ
シ
ホ
タ
テ
を
大
き
く
形
ど
って
い
る
。

ま
た、
滝
の
後
方
に
は
、
タ
キ
カ
ワ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
生
息
し
て
い
た
こ
ろ
の
五

〇
〇
万
年
前
の
北
海
道
の
姿
が
壁
に
画
か
れ、
来
館
者
の
関
心
を
高
め
て
い

る
。

・
建
築
の
概
要
一〇
、
五三
四
・
九
七平
方
メ
ー
ト
ル

敷
地
面
積

二、
八
八
九
・
三
七
平
方
メ
ー
ト
ル

床
延
面
積

建
築
構
造

建
設
費
用
九
四
四、
〇
四
六
千
円
(展
示
費
等
を
含
む
)

(内
建
築
費
七
二
八
、
八
五
〇
千
円
)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造、
二
階
建
一
部
地
下

・展
示
の
概
要

一
F
自
然
史
部
門

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
と
お
し
、
宇
宙
か
ら
地
球
誕
生
を
表
現
し、
昭
和
五
十
五
年
空
知

川
河
床
か
ら
発
見
さ
れ
た
タ
キ
カ
ワ
カ
イ
ギ
ュウ
を
中心
に
世
界
的
に
貴
重
な、
ヨ
ルダ

ニ
海
牛、

ステ
ラ
ー
海
牛
の
骨
格
標
本
(レ
プ
リ
カ)
を
展
示
し
、
壁
面
に
は、
日
本
列

島
の
生
い
立
ちと
動
物
の
進
化
を
同
時
に
表
現
し
て
いる
。
ま
た、
大
型
恐
竜
テ
ィ
ラ
ノ

ザ
ウ
ル
ス、
マン
モス、

丈
角
シ
カ
等
の
骨
格
標
本
(レ
プ
リ
カ)
の
展
示
も
あ
る
。

タ
キ
カ
ワ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
は、
昭
和
五
十
九
年
三
月
「
北
海
道
天
然
記
念
物
」
に
指
定
さ

れ、
昭
和
六
十
三
年
に
は、
ヒド
ロ
ダ
マ
リ
ス
属
の
新
種
の
Hydrodamalis

spissa
「上
田
桑
鳩
室
」

第
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F
U
R
U
S
A
W
A
( 学
名
)

で
あ
る
と
し
て
世
界
に
向
け
て
発
表
さ
れ、
海
牛
の
進
化
の
謎
を
と
く
大
変
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

そ
の
ほ
か、
地
球が
誕
生
し
て
四
十
六
億
年
の
時
間
の
中
で
登
場
し
た
生
物
を
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
生
息
し
た
代
表
的
な
生
物
を
描
い
た
大
壁
画
と
と
も
に
展
示
し
て
い
る。
古

生
代
の
エ
リ
オ
ッ
プ
ス
や
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
、
中
生
代
の
テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス
や
プ
ロ
ト
ケ

ラ
ト
プ
ス、
そ
し
て
、
新
生
代
の
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
な
ど
の
全
身
骨
格
か
ら
は
、
大き
さ
や

特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
二
階
で
は、
化
石
類
人
猿
か
ら
ク
ロ
マ
ニ
ヨン
人
ま
で

の人
類
の
進
化
を
模型
を
使
っ
て
紹
介
し
、
一番
身
近
な
人
類
に
つ
い
て
ふ
れ
て
いる
。

二F
美
術
部
門

「岩
橋
英
遠
室
」

日
本
画
の大
家、
明
治三
十
六
年、
江
部
乙
村
生
ま
れ、
昭
和
三
年
院
展
初入
選、
以
来

中
央
画
壇
にて
活
躍、
昭
和
四
十
六
年、
日
本
芸
術
院
賞
受
賞、
昭
和
五
十
六
年、
日
本
芸

術
院
会
員、
現
在
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授、
滝
川
市
名
誉
市
民。
平
成
元
年
度
文
化
功
労

者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
。

こ
の
室
に
は、
画
伯が
学
ん
だ
北
辰
小
学
校
(現
江
部
乙
小
学
校～
改
善
セン
タ
ー
の
位

置
)
で
の
雪
戦
会
の
よ
う
す
を
描
い
た
「雪
戦
会
の
日
」
が
掲
げ
ら
れ、

「翔
ぶ
」
は、
こ

の
美
術
自
然
史
館
の
た
め
に
特
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で、
暑
寒
別
岳
を
背
景
に
し
た
丹
頂
鶴

の
群
と
大
地
の
豊
か
さ
が
見
事
に
描
か
れ、
自
然
感
溢
れ
る
安
ら
ぎ
の
境
地
が、
観
る人
に

伝
わ
って
く
る
。

「一
木
万
寿
三
室
」

滝
川
市
出
身
の
画
家
・
市
政
功
労
者
で
あ
る
画
伯
は
明
治三
十
六
年
生
ま
れ
昭
和
四
年
帝

展
初
入
選、
昭
和
十
九
年、
郷
里
江
部
乙
に
戦
争
疎
開、
そ
の
後
滝
川
・
札
幌
に
居
住
し
制

作
に
励
ん
だ。
特
に
全
道
美
術
協
会
創
立
に
参
加、
道
内
画
壇
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
、
昭

和
五
十二
年
北
海
道
文
化
賞
に
輝
い
た。

こ
の
特
別
室
の
作
品
は、
二
十三
歳
当
時
の
若
き
「自
画
像」、

帝
展
初
入
選
の
作
品

「
窓
」、
さ
ら
に、
こ
の
地
方
の
農
村
を
描
い
た
「
水
田
」
な
ど、
画
伯
の
一
生
を
理
解
で

き
る
貴
重
な
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年、
札
幌
市
に
て
死
去
さ
れ
た。
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第
九
編
教

育

明
治
二
十
三
年、
兵
庫
県
生
ま
れ、
書
家
。
昭
和
五
年、
泰
東
書
道
院
展
に
出
品
し
、
文

部
大
臣
賞
受
賞、
そ
の
後
中
央
に
て
活
躍、
前
衛
書
道の
今
日
的
地
位
を
確
立
さ
れ
た
功
労

者
で
あ
る。
昭
和二
十
九
年、
日
展
審
査
員
を
辞
退
し
た
師
は
初
め
て
滝
川
を
訪
れ、
以
来

昭
和
四
十二
年
ま
で
毎
年
来
滝
し、
後
世
に
残
る
数
の々
傑
作
を
制
作
し
た。
滝
川
を
第
二

の
故
郷
と
し
た
師
の
晩
年
の
傑
作
は
殆
ど
滝
川
に
残
さ
れ
た。

こ
の
室
に
は、

「三
逕
菊

松
」、
「命」

な
ど
の
書、

「定
山
渓
」、
「円
空
」
な
ど
の
絵
の
ほ
か、
陶
器
や
遺
品
の
数

が々
展
示
さ
れ
師
の
芸
域
の
広
さ
深
さ
が
偲
ば
れ
る。

昭
和
四
十
三
年、
東
京
に
て
死
去
さ
れ
た。

「
企
画
展
示
室
」

道
民
を
対
象
と
し
た
芸
術
的
価
値
の
高
い
作
品
の
企
画
展
示
を
し
主
催し
て
い
る
。
主
な

も
の
と
し
て
は

。第六
十
一
回
道展
滝
川
移
動
展

。○岩
橋
英
遠
展

○○布
穀
会
墨
書
特
別
展
(上
田
桑
鳩
師
門
下
生
)

○
カ
ナ
ダ
現
代
ク
ラ
フ
ト
秀
作
展

。○
滝
川
海～
五
百
万
年
前
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち

○
海
か
ら
の
メ
ッ
セー
ジ
～
日
本
の
か
い
が
ら
展
等
が
行
わ
れ
た
。

年
度

有

八
、
一四三

九、
六
二
五

六、
一七
二
料

無
料
(視
察
・
授
業
)

一二
、
〇
〇
四

一〇、
二
六
五

三、
一五
九

計二〇
、
一四
七

一
九、
八
九〇

九
、
三
三
一

六三 六二 六
一

滝
川
市
航
空
科
学
館
(新
町
二
丁
目
六‒
一
〇
)

内
陸
地
に
在
る
滝
川
市
は、
航
空
機
等
空
に
関
す
る
科
学
に
接
す
る
機
会
が

少
な
い
こと
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
持
た
せ
雄
大
な
気
宇

を
育
て
る
こ
と
が
必
要
と
の
観
点
から
、
た
ま
た
ま
海
上
保
安
庁
の
ビ
ー
チ
ク

ラ
フ
ト
機
を
購
入
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
たこ
と
と
合
せ、
児
童
生
徒
に
空
へ
の

関
心
を
持
た
せ
科
学
す
る
心
を
育
み
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
少
年
科
学
ク
ラ

ブ
を
設
立
し
た
(昭
和
五
十
六
年
十
月
十
七

日
発
会、
定
員
八〇
名)。

航空科学館

同
年
十
月
十
八
日、
石
狩
川
河
川
敷

に
お
いて
札
幌
航
空
協
会
の
方
の々
協

力
に
よ
っ
て
グ
ラ
イ
ダー
の
体
験
搭
乗

飛
行
が
行
わ
れ、
四
〇
人
の
市
民
が
直

接
空
から
滝
川
の
街
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
催
し
に
よ
っ
て
滝
川
市
民

の
大
空
へ
の
関
心
は
一
挙
に
高
ま
り、

市
と
し
て
も、
河
川
敷
が
グ
ラ
イ
ダ
ー

滑
空
場
と
し
て
す
ぐ
れ
て
お
り、
滝
川

市
上
空
域
が
滑
空
空
域
と
し
て
最
適
と
折
紙
を
得
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
空
へ

の
事
業
を
推
進
し
充
実
を
図
る
と
と
も
に、
児
童
生
徒
を
中
心
と
し
て
直
接

手
に
触
れ、
目
に
ふ
れ
る
施
設
が
必
要
と
航
空
科
学
館
の
建
設
に
踏
み
切
っ

た
。昭
和
五
十
八
年、
航
空
科
学
館
は
開
館
さ
れ、
学
校
に
お
け
る
社
会
科
の
見

学
学
習
の
場
と
し
て
最
大
限
利
用
さ
れ、
一般
市
民
の
関
心
も
高
く
活
況
を
呈

し
て
い
る
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
が
整
備
さ
れ、
航
空
科
学
研
修
セン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て
滝
川
市
の
名
が
益
々

脚
光
を
浴
び
る
に
つ
れ
て
最
近
は
地
方
の
人
の々
来
館
見
学
者
が
増
え
好
ま
し

い
現
象
と
い
え
る
。

・
開

・
敷
地
面
積 館

昭
和
五
十
八
年
十
月三
十
日

二、
〇
〇
五
・三
八
平
方
メー
ト
ル
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建
築

・
床
延
面
積

六
九
七
・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

着
工
昭
和
五
十
八
年
八
月
十
九
日

竣
工
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
五
日

工
費
四、
五
九
四
万
円

屋
外
展
示

施
設の
概要
・
セ
ス
ナ
一
五
〇
型

・
V
ー
四
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
エ
ン
ジ
ン

屋
内
展示

・
ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
機
H
ー
一
八
型

・川
崎
K
A
T
ー
一型

・
セス
ナ
一
四
〇
型

・萩
原
式
H
二
二
A
型
グラ
イ
ダ
ー

・J
七
九
ー
一
ーー
A
展
示
エ
ン
ジ
ン
ア
フ
タ
ー
バ
ー
ナ
ー
付

・そ
の
他
航
空
関
係
資
料

社
会
体
育
施
設

滝
の
川
運
動
公
園
体
育
施
設

滝
川
市
青
年
体
育
セ
ン
ター

略
滝
川
市
営
球
場

・管
理
棟
建
築

竣 着

施
設
概
要

竣
本
部
席

工
事
費
七
五、
〇
〇
〇
千
円

四
九
・
四
四
平
方
メー
ト
ル

選
手
控
室
2
二
九
・
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル

記
者
室、
審
判
控
室、
役
員
室
、
会
議
室
等

・
夜
間
照
明
新
設
工
昭
和
六
十二
年
十
月
十
九
日

着竣
工
昭
和
六
十
二
年
十二
月
二
十
五
日

施
設
概
要
照
明
柱
(パ
ン
ザー
マ
ス
ト)
一六
・
〇
八
メー
ト
ル
六
基

投
光
器
メ
タ
ルラ
ンプ

一、
〇
〇
〇
W×
一〇
灯

高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ

六
六
〇
W
×
五
灯

照
度
内
野
最
高
四〇
〇
ル
ッ
ク
ス

外
野
最
高
二
〇
〇
ル
ッ
ク
ス

二
四
〇
ル
ッ
ク
ス

工
事
費
三
五、
八
〇
〇
千
円

・
内
・
外
野
ラ
バ
ー
フ
ェン
ス
取
付
け

着
工
平
成
元
年
五
月
六
日

竣
工
平
成
元
年
五
月三
十
日

工
事
費
九、
九
九
一
千
円

滝
川
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
夜
間
照
明
新
設

着工
事
概要
竣

コ
ー
ト

工
昭
和
六
十
年
七
月
十
一
日

工
昭
和六
十
年
七月三

十
一
日

二
面
分

照
明
柱
(コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル)

一
三・

三〇
メ
ー
ト
ル

平
均
一
五
〇
ル
ッ
ク
ス

点
灯
設
備
手
動
式

工
事
費
四、
〇
〇
〇
千
円

滝
川
市
弓
道
場

・
増
築
工
事

着 着
工
昭
和
六
十三
年
六
月
二
十
七
日

竣
工
昭
和
六
十三
年
八
月二
十
五
日

増
築
面
積
五
四
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

増
築
分
控
室
二、
便
所、
ホ
ー
ル、
玄
関

二
基

第
二
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工
昭
和
六
十
一
年
十
月
二
十
五
日

工
昭
和
六
十
二
年
十
月
三
十
日

投
光
器
(一
、
〇
〇
〇
W
六
灯
)
二
基

照
度
最
高
三
〇
〇
ル
ッ
ク
ス

点
灯

コ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
自
動
点
灯

平
均
照
度

・
F
一〇
四
の
エン
ジ
ン

・
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト



育

滝
川
市
陸
上
競
技
場

・
管
理
棟
新
築

着
工 工

二階

工
事
費
三
二
、
二〇
八
千
円

滝
川
スポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

略

滝
川
市
硬
式
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

滝
の
川
運
動
公
園
造
成
の
ひと
つ
と
し
て、

テ
ニ
ス
愛
好
者
か
ら
の
要
望
の
強
か
っ
た
こ
と
と
従
来
の
軟
式
用
コー
ト
を
補

完
す
る
意
味
も
兼
ね
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

施
設
概
要

コ
ー
ト
数
四
面
三、
〇
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル

コー
ト
表
層
グ
リ
ー
ン
ダ
ス
ト
舗
装
仕
上

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
三
メ
ー
ト
ル.

散
水
栓
二

管
理
棟
プ
レ
ハブ
造
平
家
二
〇
・
二
八
平
方
メー
ト
ル

水
吞
場

一

植
栽
バ
ン
ク
ッシ
ャー
松
四
〇
本

竣
工

着
工

平
成
元
年
九
月
一
日

平
成
元
年
十
月
七
日

工
事
費
三〇
、
三
五
四
千
円

滝
の
川
球
場

市
内
の
野
球
愛
好
者
は
老
若
を
問
わ
ず
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
「は
ま
な
す
国
体」
に
お
け
る
高
校
軟
式
野
球
の
開
催
地
で
あ
り、
今
後

と
も
大
規
模
な
野
球
大
会
の
開
催
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
等
から
、
市
営
球
場
と

同
規
模
程
度
の
球
場
が
必
要
と
の
観
点
から
運
動
公
園
の
整
備
拡
充
が
図
ら
れ

た
規
模

左
右
翼
線

中
堅
線
一
一五
・
五
メ
ー
ト
ル

球
場
面
積
一二
、
〇
七
七平
方
メ
ー
ト
ル

着
工

昭
和
六
十三
年
五
月
二
十
一
日

竣
工

昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日

工
事
費

三
三
、
七〇
〇
千
円

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
関
心
を
も
つ
市
民
が
徐
々
に
増
加

し
、
身
障
者
に
も
と
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
好
ま
れ
る
傾
向
が
み
え
て
き

た
こ
と
で、
そ
の
練
習
場
と
し
て
運
動
公
園
の
一画
に
新
設
さ
れ
た。
的
場
は

盛
り
土
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
身
障
者
の
歩
行
や
車
椅
子
の
歩
行
に
配
慮
し

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
成
さ
れ
て
い
る
。

規
模

着
工

平
成
元
年
七
月
五
日

竣
工

平
成
元
年
八
月二
十
五
日

工
事
費

六
一
八
千
円

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

道
内
に
お
い
て
は三
番
目
の
も
の
で
、
滝
川

市
民
の
健
康
増
進、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
柱
と
し、
更
に、
家
族、
グ
ル
ー

プ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
醸
成
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
新

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宿
泊
・
食
事
・
入
浴
等
も
出
来、
貸
自
転
車
も
備
え

つ
け
ら
れ
て
お
り
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
よ
り
「サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
自
転
車
月
間
の
集
い
」

を
企
画
し
実
施
し
て
い
る
。
毎
年二
〇
〇
名
前
後
の
参
加
者
が
あ
り、
主
催し

て
い
る
滝
川
市
教
育
委
員
会、
レ
ク
リ
ェ
ーシ
ョン
協
会
や
市
で
は
今
後
も
続

け
て
実
施
すべ
く
張
り
切
って
い
る
。
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工
事
費
九、
二五〇

千
円

平
成
元
年
九
月
五
日一四
六
・
八
八
平
方
メー
ト
ル

会
議
室
他
二
二
三
・
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル

記
録
室
、
放
送
室
、
救
護
室、
役
員
室
等

練
習
用
と
し
て
五
射
場

射
距
離

三
〇
メ
ー
ト
ル、
五
〇
メ
ー
ト
ル

九
六
メー
ト
ル

工
平成
元
年十
月三
十
一
日

倉
庫

施
設
概要

一階

竣 着



第
二
章
社
会
教
育

六
三
六
二

六
一

六
〇

心
五
九
五八
五七
五六 五五

施
設
名

一二
、
六
〇
〇

八
、
一二
〇

八、
七八
九

五
、
四
四
八

六
、
七
二
九

六
、
四
〇
一

六
、
四
六
九

七、
〇三
九

二八
、
〇二
四

一
二、
三
七三

市
営

球
場

三
三
、
八
四
九

二
七、
五〇
一

三
一、

二
四二

三
二
、
四
二
二

二
一
、
〇
八
〇

三
一、
六〇
〇

三
四、
六
五
〇

三
四、
六
〇
〇

二
一、
九
九
〇

一
二、
五
一
〇

テ
ニ
ス

コ
ー
ト

九、
四
九〇

一四、
六
七
一

一〇
、
九
五
九

一〇
、
五
九
〇

三
、
〇
七
六

三
、
七
六
二

七
、
二〇
一

七、
四
二
七

三、
七
六
二

五、
七
二
五

弓

五、
五
八
〇

六、
六三
六

五、
六
八
五

五、二
八
九

五、
○
一六

四、
八
六〇

四、
二
六
一

三
、
九
五
〇

五、
四
八
四

三、
一七
〇 場

四
八
、
六
一一

三
九、
七
七
六

三
六
、
二
一三

五
四、
三
〇
六

五〇
、
五
八
九

六三
、
九
二
四

六
六、
〇
九
八

五
五、
九
五
二

五
四、

一二
五

五一、
〇
四
九

青
年
体
育
セ
ン
タ
ー

五
五、
八
七
四

五
三
、
四
一
一

五
五、
九
一〇

六
八、〇

二
七

七一、
三三
四

六六、
四
七九

六〇
、
九
七三

六
一、
一六
九

八
一、
七
七
一

四
六
、
九
四
四

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

滝
の
川
運
動
公
園
各
施
設
利
用
状
況

工
昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
日

工
昭
和
五
十
八
年
七
月
十
八
日 サイクリングターミナル

施
設
概
要

構
造

床
延
面
積

敷
地
面
積

小
)、
研
修
室
、
屋
上
庭
園

庫
(六
三
台
収
容)、浴

室
(大

間
一
、
食
堂
一
、
自
転
車
格
納

宿
泊
室
(和
室
)
十
一、
大
広

建 鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階

メ
ー
ト
ル

二
階
五
二
六
・
〇
五
平
方

メ
ー
ト
ル

一
階
七
一
六
・
〇
八
平
方

ト

ルレ

一、
二
四二
・
一三
平
方
メ
ー

ト
ル

六、
〇
八
六
・
九
二
平
方
メ
ー

工
事
費
二
一
九、
四〇
〇
千
円

工 工

平
成
元
年
八
月
五
日

工
事
費
は、
五〇
三
万
三
、
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

竣 着

平
成
元
年
八
月三
十
一
日

四
九
〇
千
円

時
計
塔

運
動
公
園
の
諸
施
設
を
利
用
す
る
市
民
は
年
々
増
加
し
て

お
り
各
所
に
散
ら
ば
り
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
利
用
者
の
便
を

は
か
る
こと
か
ら、
ど
の
施
設
、
ど
の
方
角
に
在
っ
て
も
時
刻
が
判
る
よ
う
に

工
夫
し
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
一
一
メー
ト
ル
の
塔
の
上
に、
直
径

一
・二
メ
ー
ト
ル
の
大
時
計
三
個
を
三
方
面
に
向
け
て
と
り
つ
け
た
も
の
で、

新
築
工
事

設
備
工
事

電
気
設
備

外
構
工
事

四
七
、
九〇
〇
千
円

一
四、
五
〇
〇
千
円

一
五二、

一〇
〇
千
円

八)

11 11 11 〃11 11 11 11 11 〃

! 昭
和
五
四

年度

竣 着
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育

・
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況

用

料 (円)

施
設
名

年
度

当 日券 定 期 券 団

体 計

個個 人人 団 体 備 品
(団 体) 計

54 11,680 4,593 34,776 51,049 655,3852,020,730 230,998 2,907,113

55 8,597 7,669 37,859 54,125 627,2652,185,441 341,523 3,154,229
56 9,424 5,713 40,815 55,952 642,4852,514,080 308,496 3,465,061
57 8,415 8,779 48,904 66,098 721,2952,230,960 256,705 3,208,960
58 6,646 12,013 45,265 63,924 642,4852,514,080 308,496 3,465,06159 6,070 14,009 30,512 50,589 675,5251,635,563 318,739 2,629,827
60 4,809 11,894 37,603 54,306 935,4403,228,570 473,560 4,637,570
61 4,246 10,241 21,726 36,213 801,7901,824,350 497,840 3,123,980
62 4,925 9,479 25,372 39,776 850,4301,001,840 443,210 2,295,480
63 4,987 12,963 30,661 48,611 921,3001,346,440 501,040 2,768,780

54 15,339 19,116 12,489 46,9441,698,575 490,040 257,520 2,446,135
55 17,466 32,394 31,911 81,7711,871,0102,176,730 220,250 4,267,990
56 15,475 33,144 12,550 61,1691,762,015 796,320 244,695 2,803,030
57 16,732 32,740 11,501 60,973 1,806,375 445,980 199,920 2,452,275
58 16,195 35,274 15,010 66,4792,000,510 507,700 242,910 2,751,120

セ 59 13,174 38,394 19,766 71,3341,893,5251,081,080 256,925 3,231,530
60 10,852 40,598 16,577 68,0272,610,810 937,090 279,830 3,827,730

タ

61 8,379 30,999 16,532 55,9102,129,2201,001,590 419,720 3,550,530

1

62 9,162 28,797 15,452 53,4112,086,3501,593,460 312,600 3,992,410
63 10,295 26,026 19,553 55,874

昭
和
五
六

第
三
二
回
全
道
青
年
大
会
兼
全
国
青
年
バ
レー
ボー
ル大
会、

第
三
一
回
全
道
高
校
柔
道
大
会、
全
道
学
生
選
手
権バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
第

一
七
回
高
校
イ
ン
ド
ア
軟
式
庭
球
大
会、
全
道
中
学
生
新
人
卓
球
大
会

北
海
道
実
業
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦、
第
三
五
回
全
道
高

校
卓
球
選
手
権
大
会、
全
道
銃
剣
道
国
体
予
選
、
全
道
中
学
校
卓
球
大
会

昭
和
五
七

昭
和
五
八

第
一
五
回
道
民
ス
ポ
ー
ツバ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会、
第
一
四

回
全
道
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
トン
大
会、
高
校
選
抜
北
北
海
道
バ
レー
ボ
ー
ル

大
会、
第
一
九
回
全
道
高
校
イ
ン
ド
ア
軟
式
庭
球
大
会

昭
五
九

北
海
道
バ
ド
ミ
ン
トン
選
手
権
大
会、
第三
七
回
全
道
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、
第
二
回
日
米
親
善
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
、
第

五
回
全
道
市
役
所
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会、
全
道
新
人
卓
球
大
会、
第

550
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青
年
体
育
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

市
内
に
は
昭
和
五
十
一
年
五
月
オ
ープ
ン
の
勤
労
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー
、
江
部
乙
町
に
あ
る
昭
和
五
十二
年
十
月
オ
ー
プ
ン
の
農
村
環

境
改
善
セン
ター
(多
目的
ホー
ル)が
あ
り
、
い
ず
れ
も
地
域
や
勤
労
青
少
年
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

主
な
全
道
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大
会
(青
年
体
育
セ
ン
ター
・
スポ
ー
ツ
セ
ン
ター
)

昭
和
五
四

日
米
親
善
テ
ニ
ス
大
会、
全
道
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
、

全
道
バ
レー
ボ
ー
ル
クラ
ブ
選
手
権
大
会、
第
一
回
自
治
体
職
員
女
子
バ
レ

ー
ボー
ル
大
会、
北
海
道
カ
ナ
ダ
親
善
ス
ポ
ー
ツ
交
流
柔
道
大
会

昭
和
五
五

第
一
八
回
全
道
市
役
所バ
ス
ケ
ッ
ト
ボー
ル
大
会、
第
四
回
東

日
本
ト
ラ
ン
ポ
リン
選
手
権
大
会、
全
道
自
衛
隊
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会、
北

海
道
中
学
校
新
人
戦
卓
球
大
会、
第
一
六
回
全
道
高
校
軟
式
庭
球
選
手
権
大

会

2,114,290 877,280 365,170 3,356,740

利」 用 人 員 (人)

使
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施 設 の 名 称 所 在 地 設 置
年度 概 要

青年体育セン ター 運動公園内 45 鉄筋コンクリー ト一部 2階建 7,729.16m2

スポーツ セン タ ー 53 床面積3,531m2 アリーナ、トレーニン
グ室、ロッカー及びシャワー室他

7,888m2

北 電 運 動 公 園 泉町 135番地 50 スキー場、野球場、砂場他 126,000m2

市 営 球 場 運動公園内 47 夜間照明設置 スタン ド(11,000人収容) 159,538m2

滝の川野球場 "1 63 左右翼線96.0m 中堅線115.5m 12,077m2

軟式テニス コー ト

11 48 コー ト8面、 うち夜間照明設置2面、スタ
ンド (800人収容)

硬式テニス コー ト

11

元

コー ト4面 3,055m2

陸 上 競 技 場 11 49 三種公認1周 400m8コース、 スタン ド 25,148m2
(8,000人収容)

サイクリングター
ミナル

11 59 宿泊室11、研修室、食堂、大小浴場 6,086.92m2

弓 道

場 11 51 6人立、鉄骨造平家建、ALC板張 900m2

ア ー チ ェリ ー場

11

元
練習用5射場、射距離30m、50m

江部乙カー リング
場

西11丁目ラン ド
北辰グ 3シート、 ビニール覆3棟 (7m×50m)

温 水 プ ー ル 有明町6丁目 60 通年制プール3(幼児用、学童用、一般 4,061.51m2
用)、レストラン

滝 川 滑 空 場 中島町地先 石狩 56 着陸帯 800m×60m、 グライダー 5機、 65,000m2
軽飛行機1機

航空科学研修セン
ター

中島町 148番地2 58 1階格納庫、 2階研修室、事務室、和室 2,188.20m2
他

石狩川 緑地球場 有明町
川敷地

石狩川河 43 野球場8面 (43年2、 51年1、56年2、
平元3)

52,000m2

空 知 川 緑 地 空知川河川敷地 51 多目的広場、サッカー場、交通公園、テ 17,000m2
ニ スコー ト6面 (軟式4、硬式2)

滝川 スキ ー 場 砂川市空知太 ス ロー プ巾50～100m 長さ350m、 リ
フト 340m、夜間照明、 レストハ ウス

79,000m2

滝川ス ケー ト場 第一小学校内 52 1周 250m

江部乙スケート場 西11丁目北辰グラ
ン ド

54 1周 250m

ゲー トボ ー ル場 空知川河川敷地 59 ゲートボール ゲーム場15面 21,000m2

空知川ソフトボー
ル 場

新町地先空知川河
川敷地

60 ソフトボール場4面 29,895m2
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二
回
全
道
冬
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会、

昭
和
六
〇

第
一
六
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会、
全
道
選
抜
リ
ー
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル大
会、
全
道
秋
季
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル大
会、
全
道
高
校
卓
球
選
抜

大
会
、
全
道
中
学
生
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

昭
和
六
一

全
道
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会、
全
道
社
会
人
卓
球
選

手
権
大
会、
第
二
九
回
東
北
北
海
道
対
抗
剣
道
大
会、
全
道
実
業
団
九
人
制

バ
レー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

昭
和
六
二

第
一
八
回
全
道
中
学
校
バ
ドミ
ン
トン
大
会、
全
道
学
生
バ
ド

ミ
ン
トン
選
手
権
大
会、
道
知
事
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

昭
和
六
三

全
道
銃
剣
道
大
会、
全
道
学
生バ
ドミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会、

北
海
道
体
育
大
会
兼
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会、
全
道
市
役
所
職
員
対
抗
軟

式
庭
球
大
会、
全
道
学
生
会
長
杯
争
奪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会、
全
道
中
学
新

人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

平
成
元
年
九
月、
第
四
四
回
国
民
体
育
大
会
は
ま
な
す
国
体
高
等
学
校
野
球

(軟式
の
部)競

技
会

※
以
上
の
他、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会

全
道
中
学
校
イ
ン
ド
ア
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

全
日
本
大
学
対
抗予
選
兼会
長
杯
争
奪
卓
球大
会

全
道
選
抜
イ
ン
ド
ア
軟
式
庭
球
大
会

滝
川
市
温
水
プ
ー
ル
(有
明
町
六
丁
目)

市
民
用
プ
ー
ル
が
市
内
の
学
校
を
中
心
にし
て
各
所
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
か

ら
夏
に
お
け
る
体
力
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エー
シ
ョ
ン
と
し
て
水
泳
が
愛
好
さ
れ

て
き
た
。
滝
川
水
泳
協
会
も
健
全
な
スポ
ー
ツ、
楽
し
い
スポ
ー
ツ、
そ
し
て

水
泳
技
術
の
向
上
を
市
民
に
啓
蒙
す
べ
く
計
画
的
に
事
業
を
す
す
め
て
き
た
。

し
か
し
、
夏
の
短
か
い
北
海
道
で
は
限
度
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
通
年
水
泳
を

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
温
水
プ
ー
ルの
設
置
を
市
当
局
に
要
望
し
て
き
た。

滝
川
市
は、
滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
計
画(昭
五
四)の
中
に
お
い
て
、
豊
か
な

冬
の
創
造
と
し
て
市
民
の
期
待
に
応
え
る
社
会
体
育
施
設
の
整
備
充
実
に
温
水

プ
ー
ル
設
置
を
お
り
こ
み、
各
方
面
の
意
見
を
徴
し
な
が
ら
、
滝
川
市
に
ふ
さ

わ
し
い
通
年
利
用プ
ー
ルに
つい
て
具
体
的
検
討
を
す
す
め、
じ
ん
芥
処
理
に

よ
っ
て
生
じ
る
焼
却
余
熱
の
利
用
と
、
自
動
車
の
発
達
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
古

タ
イ
ヤ
を
燃
や
す
こと
に
よ
っ
て
生
じ
る
熱
と
に
よ
っ
て
温
水
プ
ー
ル
の
運
営

を
行
う
こ
と
と
し、
昭
和
五
十
九
年
七
月
工
事
に
着
手
し
た
。

完
成
し
た
温
水プ
ー
ル
は
昭
和
六
十
年
十
二
月
か
ら
一
般
に
公
開
し
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が、

一般
市
民
の
関
心
は
極
めて
高
く
年
を
追
う
ご
と
に

利
用
者
は
増
え、
水
泳
教
室
へ
の
参
加
登
録も
盛
会
を
極
め
て
い
る
。

会大泳 の道海北

滝川市温水プール

温水プール (水泳大会風景)
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江
部
乙
町
八
〇
一

滝
の
川
運
動
公
園
内

開
西
中
学
校
地
内

在 有

中
学一、

九
六
一

一、
四
九
三

二、
〇
三
三

五
三
〇 (人)
高

校
生
人 料

1

三
六、
〇
三
一

二
九、
四
七〇

二
一、
八
六
六

六、
一五
四

般

(人)

無

三、
四
六
四

二、
五〇
七

一、
八一
一

五三
七

乳
幼

児
他
人

料
合

六
九
、
四
九
五

五
五、
四
六
〇

四二、
三
一
六

一二、
二三
六 計

(人)

一
九、
一九
三
、
二三
〇

一
五、
六
八
三
、
八
〇
〇

一
三、
一五
〇
、
九
五
○

四、
二
九
五、
九
〇
〇

使
用
料
総
額

(円)

・利
用
状
況

施
設
概
要

二
階

地
下一階

二、
二三
一
・九
二
平
方
メ
ー
ト
ル

二
一
四
・
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル

床
延
面
積
二、
七〇
三
・
八
六
平
方
メー
ト
ル

敷
地
面
積
四、
〇
六
一
・五
一
平
方
メ
ー
ト
ル

直
径
五
メー
ト
ル

年

六
三
六
二

六
一

六〇 度 区・市
内
プ
ー
ル
一覧

小
学二六
、
二
七
八

二
一、

一
四
五

一五、
六
九
六

四、
七
八三
生

(人)

地

年設四
二

三
九

三
八

度置

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
五
×
一
一メ
ー
ト
ル

(一
般
用

幼
児
用

二五
×
二
・
五
メ
ー
ト

二
五
×
一
二
・
五
メ
ー
ト

概

江
部乙
市
民
プー
ル

滝
の
川
市
民
プー
ル

開
西
中
学
校プ
ー
ル 称

所

五
六
年
度
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
(鉄
骨
、
シ
ー
ト
取
付
)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
五
×
一
五
メ
ー
ト
ル
循
環
ろ
過
器
設
置

五
六
年
度
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
(鉄
骨
、
シ
ー
ト
取
付
)

五
三
年
度
幼
児
用
プ
ー
ル
・
循
環
ろ
過
器
設
置

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

五
二
年
度
循
環
ろ
過
器
設
置
五
六
年
度
プ
ー
ル
ハウ
ス
(鉄
骨、
シ
ー
ト
取
付
)

ルル

要

一
五
×
八
メ
ー
ト
ル

竣
工

着
工 管
理
棟

五
三
八、
〇
〇
〇
千
円

昭
和
六
十
年
十
一
月
三
十
日

二
階

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
四
日

室
、
シ
ャ
ワー
室
、
保
温
室

事
務室
、
会
議
室、
医
務
室、
管
理
人
室、更

衣
室、ト

レ
ー
ニ
ン
グ

児
童
用プー

ル
一
般
用
プ
ー
ル
二
五
×
一九
メ
ー
ト
ル、
九
コ
ー
ス

・
建
築
概
要造

鉄
骨
造

一部
二
階
建

二
五
七
・
〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル

構構
一階
プ
ー
ル
棟
幼
児
用
プ
ー
ル

生

八
九
一

八
四
五

九
一
〇

二
三
二

工
事
費

名

分
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第
九
編
教

東
栄
小
学
校
地
内

東
小
学
校
地
内

第
三
小
学
校
地
内

第
一
小
学
校
地
内

旧
東
陽
小
学
校
地
内

江
部
乙
町

育

五
七

五
六

五
五

四
七

四
三

ア
ルミ
プ
ー
ル

右

循
環
ろ
過
器
設
置
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
(鉄
骨、
シ
ー
ト
取
付
)

ア
ルミ
プ
ー
ル
( 一
般用

幼
児
用

二
五
×
二
・
五
メ
ート
ル)

二
五
×
・〇

メ
ー
ト
ル

五
六
年
度
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
(鉄
骨、
シー
ト
取
付)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
五
×
八
メー
ト
ル

幼
児
用
二
五
×
二
・
五
メ
ー
ト
・

ルル

一
般
用
二
五
×
五
・
五
メ
ー
ト
、

同

東
栄
小
学
校
プ
ー
ル

東
小
学
校
プ
ー
ル

第
三
小
学
校
プ
ー
ル

第
一
小
学
校
プ
ー
ル

東
陽
市
民
プ
ー
ル

循
環
ろ
過
器
設
置
プ
ー
ル
ハ
ウ
ス
(鉄
骨、
シ
ー
ト
取
付
)

滝
川
市
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ

昭
和
五
十
六
年
九
月
十
六
日
、
「空
か
ら
滝
川
の
よ
う
す
を
見
よ
う
」と
い
う

こ
と
で
吉
岡
市
長
外
一
二
名
は
丘
珠
飛
行
場
か
ら
、
四
人
乗
り
軽
飛
行
機
で
飛

び
立
ち、
滝
川
市
街
視
察
を
行
った
。
そ
の
セ
ス
ナ
機
を
操
縦し
て
く
れ
た
吉

田
勝
三
氏
と
、
同
乗
し
た
市
長
と
の
対
話
の
中
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
に

与
え
ら
れ
る
夢
と
し
て
大
空
が
最
も
身
近
か
で
世
界
に
広
が
り
極
め
て
有
意
義

な
も
の
と
の
確
信
が
生
ま
れ
た
の
が
発
想
と
な
り
「
滝
川
に
飛
行
場
を
つ
く
ろ

う
、
青
少
年
に
夢
を
ふ
く
ら
ま
そ
う
、
未
来
を
拓
こ
う
」
と
い
う
考
え
か
ら、

札
幌
航
空
協
会
に
適
地
調
査
を
依
頼
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
八
日、
石
狩
川
河
川
敷
滑
空
場
に
お
い
て
テ
ス
ト
飛

行
を
実
施、
更
に
体
験
搭
乗
飛
行
を
行
って
一
般
市
民
も
参
加し
た
。
そ
の
結

果
、
総
合
的
に
み
て
滑
空
場
と
し
て
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ、
更
に、
気
流、

航
空
管
制
関
係
等
も
全
く
支
障
が
無
く
最
適
と
い
う
結
論
が
下
さ
れ
関
係
者
一 二
五
×
一三
メ
ー
ト
ル
循
環
ろ
過
器
設
置

同
安
堵
の
胸
を
お
ろ
し
た。
早
速
事
業
を
推
進
す
る
母
体
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
、
昭
和
五
十
七
年三
月
八
日、
滝
川
航
空
協
会
設
立
総
会
が
開
か
れ、
近
藤

良
四
郎
を
会
長
に
選
出
し
形
は
整
った
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し、
河
川
敷
地
と

航
空
協
会
し
か
な
い
有
様
で
前
途
の
多
難
を
危
惧
す
る
向
き
も
な
い
で
は
な
か

っ
た
が、
協
会
会
員
の
真
剣
な
取
り
組
み
は
続
け
ら
れ、
同
年
九
月
十
一
日、

北
大
から
萩
原
式
Hー
二
三
C
型
複
座
グ
ラ
イ
ダー
の
譲
り
受
け
た
こ
と
を
機

に
飛
行
を
開
始
し
た。
十
月
に
は、
北
大
か
ら、
丸
伊
氏
外
一名
が
グラ
イ
ダ

1
点
検
の
た
め
来
市、
懇
切
な
指
導
を
う
け
た
会
員
た
ち
は、
一層
空
へ
の
意

欲
を
か
き
立
て
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
、
滝
川
市
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め

航
空
科
学
館、
航
空
科
学
研
修
セ
ン
タ
ー
を
建
設
竣
工
さ
せ
た
。
特
に
研
修
セ

ン
ター
は、
格
納
庫、
研
修
室
等
を
含
む
五
七三
・
五〇
平
方
メー
ト
ル
の
堂

と々
し
た
も
の
で
あ
り
北
海
道
に
お
け
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
メ
ッ
カと
し
て
の
機
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能
を
果
た
せ
る
も
の
で
あ
った
。

そ
の
後
航
空
協
会
会
員
の
参
加
は
増
加
す
る
と
と
も
に、
市
内
有
志
の
温
か

い
支
援
も
あ
っ
て
機
材
も
徐
々
に
整
備
さ
れ、
有
能
な
グ
ラ
イ
ダ
ー
指
導
者
を

市
職
員
と
し
て
採
用
し
、
そ
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
各
種
の
資
格
取

得
者
が
続
出、
各
種
競
技
会
に
参
加
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
滝
川
滑
空
場
の
名
は
否
応
な
く
大
き
く
喧
伝
さ
れ
る

形
と
な
っ
て
き
た
。
参
加
す
る
協
会
員
も
道
内
外
に
及
び、
単
な
る
滝
川
市
民

の
た
め
の
運
営
は
難
し
く
そ
の
位
置づ
け
は
ま
す
ま
す
高
く
な
り、
こ
こ
に
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
考
え
方
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
北
海
道
開
発
庁
は
開
発
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
空
の
開
発
も
推
進
す
べ
く

企
画
中
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
滝
川
市
の
事
業
に
も
刮
目
し
、
滝
川
市
と
歩
調
揃

え
た
航
空
公
園
造
成
の
策
定
の
方
向
に
進
展
し
て
き
た。

グ
ラ
イ
ダー
の
拠
点
と
し
て
滝
川
市
が
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
協
会
と

し
て
は
日
本
滑
空
選
手
権
大
会
の
開
催
を
計
画
し
、
昭
和
六
十
二
年、
プ
レ
日

本
滑
空
選
手
権
大
会、
翌
昭
和
六
十
三
年
に
は、
第
六
回
全
日
本
滑
空
選
手
権

大
会
の
会
場
及
び
運
営
を
担
当、
日
本
滑
空
協
会
の
指
導
の
下、
内
容
の
濃
い

す
ば
ら
し
い
大
会
と
し
て、
ま
た
滝
川
市
が
全
国
的
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
が

増
し
た
と
し
て
好
評
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
四
月、
北
海
道
滑
空
協
会
が
新
し
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

り、
当
日
の
総
会
に
お
い
て
滝
川
航
空
協
会
長
近
藤
良
四
郎
が
初
代
会
長
に
選

出
さ
れ
た
(参
加
一〇
団
体
二
五
〇
名
)。

六
一・

七・
二六

七
・
二
八

海
上
保
安
庁
よ
り
ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
機
の
払
い
下
げ
を
う
け
る

(屋
外
展
示
)

吉
岡
市
長、
軽
飛
行
機
に
よ
り
滝
川
上
空
を
視
察
飛
行、
滑
空
場

設
置
の
き
っ
か
け
と
な
る

グ
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る
テ
ス
ト
飛
行
及
び
体
験
飛
行
が
行
わ
れ
る

(札
幌
航
空
協会)

滝
川
航
空
協
会
設
立
総
会
(会
員
数
一
九
名
会
長
近
藤
良
四
郎

就
任
)

石
狩
川
河川
敷
地一
五
四、
一一
九‘mの占

用
許可
を
得
る

滝
川
滑
空
場
開
き、
飛
行
訓
練
開
始
(札
幌
航
空
協
会)

複
座
グ
ラ
イ
ダ
ー
萩
原
式
H
二
三
CⅢ
型
、
J
A
二
〇
五
五
を
北

海
道
大
学
よ
り
購
入

滝
川
航
空
協
会と
し
て
の
飛
行
を
開
始
総
飛
行
回
数
九
六
回

滝
川
市
航
空
科
学
館
及
び
滝
川
市
航
空
科
学
研
修
セ
ン
タ
ー
竣
工

飛
行
終
了
総
飛
行
回
数
一、
〇
七
一回

北
門
信
用
金
庫
よ
り
複
座
グ
ラ
イ
ダ
ー
A
S
K
一
三
型、
J
A
二

三
二
一
及
び
二
連
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ウ
イ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
る

第
二
一
回
全
日
本
高
等
学
校
滑
空
選
手
権
大
会
に
二
名
参
加
(千

葉
県
関
宿
滑
空
場)
東
藤
朋
恵
(滝
高三
年)…

五
位、
藤
本
吉

寿
(西
高
二
年
)
…
一
〇
位

第
一
回
滝
川
滑
空
選
手
権
大
会
開
催

飛
行
終了

総
飛
行
回
数
一、
七三
七
回

第
一
回
市
民
体
験
搭
乗
会
実
施
(八
〇
名
)

第
二
二
回
全
日
本
高
等
学
校
滑
空
選
手
権
大
会
に二
名
参
加
(山

梨
県
日
本
航
空
学
園)
藤
本
吉
寿
(西
高
三
年)
…
四
位、
東
藤

拓
(滝
高
二
年
)
…
九
位

飛
行
終
了
総
飛
行
回
数
一、
九
三
五
回

第
二
回
市
民
体
験
搭
乗
会
(八
〇
名)
(
二
日
間)

第
一
回
小
中
学
生
一
日
航
空
教
室
(三
三
名
)

第
二
章
社
会
教
育

滝
川
市
に
お
け
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
振
興
の
歩
み

五
六
・
九
・
一六

一〇
・
一
八

五
七
・

三
・
八

七・
二六

八
・
八

九
・
一二

九
・
一
一

五
八
・
一〇
・二
九

一
一・
一三

五
九
・
五
・
六

～
八
・
一

七
・
三
一

六〇
・
八
・
三
～
四

一
一・
一
一

一〇
・
一〇

～
九
・
一

八
・
二
九

一
一・
一〇

六
・
一九

一〇
・
一七

少
年
科
学
ク
ラ
ブ
発
足
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第
九
編
教

育

第
一
回
北
海
道
グ
ラ
イ
ダ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
(八
団
体、

一
三
機
九
六
名
参
加)

滝
川
市
立
病
院
航
空
身
体
検
査
指
定
機
関
と
し
て
認
定
を
う
け
る

自
家
用
操
縦
士
実
地
試
験
七
名
合
格

飛
行
終
了
総
飛
行
回
数
二
、
〇
五
九
回

滝
川
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
(TAS)

発
足
(二
五
名
)

プ
レ
日
本
滑
空
選
手
権
大
会
実
行
委
発
足

第
三
回
市
民
体
験
搭
乗
会
(六
〇
名)

第
二
回
小
中
学
生
一
日
航
空
教
室
(二
六
名)

プ
レ
日
本
滑
空
選
手
権
大
会
開
催
(参
加
団
体
一
四
、
一三
〇

名
)
飛
行
終
了

北
海
道
滑
空
協
会
設
立
総
会
(八
団
体、
会
長
近
藤
良
四
郎
就

任
)

三

第
二
五
回
全
日
本
高
等
学
校
滑
空
選
手
権
大
会
に
四
名
参
加
(埼

玉
県
栗
橋
滑
空
場)
福
地
和
範…
優
勝、
宮
崎
充
広
…
五
位

集
中
豪
雨
に
よ
る
石
狩
川
増
水
の
た
め
滑
走
路
の
13
が
冠
水

第
六
回
全
日
本
滑
空
選
手
権
大
会
開
催
(参
加
二〇
機二
一
名)

飛
行
終
了
総
飛行
回数
一、
三六
七
回

・滝
川
航
空
協
会
(事
務局
・
滝
川
市
二
の
坂
町
東三
丁
目二
の
一
滝
川
スポ
ー
ツ
セン

タ
ー
内
)

会
員
数

(居
住
別
内
訳
)

道道
内

滝
川
市
内

準
会
員
七
名

顧
問
五
名

五
四
名

二
六
名

設
立
昭
和
五
十
七
年
三
月
八
日

会
長
近
藤
良
四
郎

九〇
名
(昭
和六
十三
年
度
現
在)

団
体
会
員

正
会
員
七
七
名
一名

一一
・
六

～
一
九

九
・
い

八
・
二
六

八

5 七
:1100

六三
・
四・

九
一
一・ ～
二
〇

九
・
一
一

七
・
二
七

～
二
六

七
・
二
五

七
・
二
二

六二
・
六・
二三

一
一
・
九

一〇
・
一三

一〇
・
一

九
・
一三

一
一五

一〇
名

・
滝
川
滑
空
場
(中
島
町
地
先、
石
狩
川
河
川
敷
地)

外

位
置

北
緯
四
三
度
三
二
分三
六
秒

東
経
一
四
一
度
五三
分
五
一秒

専
有
使
用
面
積
六
五、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

標
高

二
三
メ
ー
ト
ル

(着
陸
帯
及
び
駐
機
帯
二
四、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル)

土
地
の
種
類

河
川
敷

長
さ
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

幅
六
〇
メ
ー
ト
ル

着
陸
帯

舗
装
の
有
無 磁
方
芝
〇
三
〇
度
―
‒
二
一〇
度

縦
〇
・
二
五
%
‒
‒
横
〇
・
五
〇
%

運
用

四
月
～
十
一
月
常
時
利
用
可
能

(主
と
し
て
、
土、
日、
祝
祭
日
に
運
用)

グライダー滑走場

航空科学研修センター
556

道

平
均
こ
う
配

・
航
空
科
学
研
修
セ
ン
タ
ー
(中
島
町
一
四
八
番
地)

(内
訳
)



敷
地
面
積

建
物
面
積

二、
一八
八
・
二〇
平
方
メ
ー
ト
ル

五
七
三
・
五
〇
平
方
メー
ト
ル

そ
の
他

給
排
水
設
備

電
気
設
備 築

二、
七
〇
〇
千
円

六
、〇
〇〇
千
円

五
七
、
二〇
〇
千
円

工
事
費
用

塔
屋

二
階 一
階

施
設
概
要

構
造

鉄
骨
造二
階
建
一
部
塔
屋

格
納
庫、
玄
関
ホ
ー
ル

事
務
室、
研
修
室、
和
室、
厨
房、
管
理
人
室

洗
面
所
、
便
所、
そ
の
他

七
九、
三一
五
千
円

R
階、
物
見
塔

(内
訳)
建

一
三、
四
一
五
千
円

滝
川
航
空
公
園

航
空
公
園
は、
今
ま
で
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
を
超
え
て、

グ
ラ
イ
ダー
を
中
心
と
し
た
地
域
開
発
のプ
ロジ
ェク
ト
と
考
え
、
更
に
北
海

道
に
お
け
る
滝
川
市
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
担
う
と
い
う
使
命と
滝
川
市
民
を

結
び、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で、
第
五
期
北
海
道

総
合
開
発
計
画(昭和

六
十三
年
六
月
閣
議
決
定)の

空
の
余
暇
資
源
開
発
に
示
さ

れ
た
方
針
に
お
い
て、
ス
カイ
ス
ポ
ー
ツ
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催、
交
通
基
盤

整
備
と
連
携
し
て
周
辺
地
域
の
開
発
を
進
め
る、
航
空
博
物
館
等
を
備
え
た
航

空
公
園
等
の
整
備、
グ
ラ
イ
ダ
ー
等
の
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
滑
空

場
や
広
場
等
を
備
え
た
航
空
公
園
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
今
後
の
発
展

方
向
と
し
て、
空
知
に
お
い
て
は、
河
川
や
ダ
ム
湖、
ス
キ
ー
場
等
を
中
心
と

す
る
中
空
知
大
規
模
ナ
チ
ュ
ラ
ル
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
構
想
で
航
空
公
園
の
整
備
を

図
り
、
更
に、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
等
の
施
策
の
推
進
と、
観
光
発
展

第二
章
社
会
教
育

の
た
め
の人
材
養
成
を
図
る
と
し
て
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
基
地
等
の
形
成
に
そ
の

方
向
を
高
め
て
き
た
。

滝
川
市
と
し
て
は
、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(SSN)

構
想
に
基

づ
いて
平
成
元
年
三
月
、
航
空
公
園
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
の
骨
格
は
空

を
飛
ば
な
い
人
に々
“空
に
親
し
み”

“空
に
学
び
"
"空
を
体
験
す
る
”
夢

と
ロ
マン
を
具
体
化し
た
空
の
社
交
場
と
し
て、
一般
大
衆
の
た
め
の
楽
し
み

の
空
間
で
あ
る
と
位
置づ
け、
現
石
狩
川
河
川
敷
の
滑
空
場
を
中
心
に、
〇
児

童
生
徒
の
た
め
の
空
の
遊
戯
場、
○
航
空
公
園
の
シ
ン
ボ
ルと
し
て
の
中
央
広

場、
○
芸
術
作
品
の
屋
外
展
示
場、

由
に
乗
れ
る
航
空
機
に
親
し
む
広
場、
〇
航
空
博
物
館、
〇
道
路
の
整
備、

○
植
樹
等
に
よ
る
緑
地
の
整
備
と
拡
大、
〇
休
養
散
策
等
に
よ
る
空
と
の
親
し

み
、
○
滑
空
場
の
拡
充
移
設、
舗
装
整
備、
○
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
及
び
軽
飲
食

店
舗
ゾ
ー
ン
の
設
置
、
○
野
球
場
の
移
設
整
備、
○
空
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等、
幅
広
く
構
想
の
中
に
盛
り
こ
み、
平
成
元
年
から
工
事
を
す

す
め
、
平
成
七
年
の
完
成
を
め
ざ
す
壮
大
な
事
業
で
あ
り、
こ
れ
が
完
成
す
る

と
滝
川
市
を
中
心
と
し
た
中
空
知
の
地
域
活
性
の
中
核
的
な
も
の
に
な
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

○
本
物
を
屋
外
に
展
示
し
子
供
た
ち
が
自

社
団
法
人
滝
川
ス
カ
イ
スポ
ー
ツ
振
興
協
会
(二
の
坂
町
東三
丁
目二
の
一)

昭
和
五
十
七
年
に
発
足
し
た
滝
川
航
空
協
会
は、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
拡
充
と
ス

カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
つと
め
て
き
た
が
現
在
ま
で
に
会
員
数
も
一〇
〇
名

を
数
え
、
一般
市
民
の
体
験
搭
乗
者も
延
べ
一、
五
〇
〇
人
に
な
る
な
ど
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
企
画
推
進
も
高
い
評
価
を
得
て
定
着
し
て
き
た
。
し
か

し、
滝
川
市
が
航
空
公
園
の
整
備
拡
充
を
め
ざ
し
て、
平
成
元
年
八
月
に
工
事
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起
工
式
を
行
い
事
業
内
容
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
った
と
こ
ろ
か
ら
、

実
質
的
な
運
営
主
体
で
あ
る
滝
川
航
空
協
会
の
組
織
強
化
が
各
方
面
か
ら
望
ま

れ
て
き
た
。
そ
こ
で
航
空
協
会
は
発
展
的
に
改
組
し
、
「社
団
法
人
滝
川
ス
カ

イ
スポ
ー
ツ
振
興
協
会
」
を
設
立
し
て
、
常
勤
体
制
も
と
れ
る
よ
う
組
織
を
強

化
し
、
新
た
な
事
業
計
画
を
強
力
に
お
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
利

用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
た
。

・
設
立
年
月
日
平
成
二
年
四
月
一
日

・
役
員
会副
会
長
33
阿
部

正
近
藤
良
四
郎正

斉
藤
春
雄隆 隆
忠
幸

和
田
田端

真
佳

岡田
秀
夫猛 猛

板
倉
忠
興

塩
尻

一郎
中
田
治
己

徳
永
光
幸

山
本
佐
藤
安
憲
範
子

菅
野
正
義
平

元
・

四
・

一～
現

同 同 同 〇
六
〇
・
四
・

一～
六
三
・
三
・三
一

五
七
・
四
・
一～
六
〇
・
三・
三
一

・
一
～
現

～
六
一
・
四・

三
～
現

～
六
〇
・
一
一・

九
～
現

～
平
元
・
三
・
三
一

～
六
三
・
九
・
九
亡

～
六〇
・
三
・三
一

～
現

～
現

～
現

～
現

～
五
七
・

三
・
三
一

～
現

～
六
〇
・
三
・三
一

退
任

・
事
業

○
情
報
の
収
集
及
び
提
供

。

○
観
光
資
源
・
産
業
の
開
発

○
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の
啓
蒙
普
及

○
グ
ラ
イ
ダ
研
究
所
の
設
置
経
営

○
調
査
研
究

○
航
空
機
の
操
縦
技
術
等
の
向
上
と
指
導
者
養
成

体
育
指
導
委
員

昭
和
三
十
六
年
に
公
布
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
基
づ
く
、
滝
川
市
教
育

委
員
会
規
則
に
よ
り、
体
育
指
導
委
員
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る。

体
育
指
導
委
員
は、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
し
て、
実
技
指
導
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
促
進
の
た
め
の
組
織
の
育
成
を
は
じ
め
規
則
に
定
め
ら
れ
た
職
務
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
定
数
は
一七
名、
任
期
は
二
年
で
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
以
降
の
滝
川
市
体
育
指
導
委
員

氏中
谷
松
田
義
雄

寺
谷
厚子

住
川
光
二

井
上
三
千
年

斉
藤
雄
範

佐
藤
俊
朗

松
本
留
美
子

米
田

高
桑
武行
裕
紀

幸
司

初
山
清
仁

東
晴
子

鈴
木

静
加
藤

実

早弓
啓
司

大
塚

亨

深
田
正
雄

成田
光
夫

島
倉
敏
雄

前
田
静
枝

田
中
従
道

池
上
紘
一

隆
蔵

金
子
重
男
昭
和
五
六
・
四
・

一～
平
元
・
三
・三
一

星高
橋
定
明

・
～
平
元
・
三
・
三
一

右

就同 同 同

右 右 右 ・

～
現

～
現

～
現

右
～
現

右
～平
元
・
三
・三
一

一
～
現

～
六二
・
三
・三
一

右
～
平
元
・
三
・
三
一

六
二
・
四・

同

右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右 右
任

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

五
六
・
七・

事(2)
熊
本
博
一

監
本
間

吉
田
勝三

大江
郁夫

少
覺
三
千
宏茂

了
輪

宮
島
竹山

典
克

広部
皓
三

常
任
理
事
2

理
事
(10

～
五
六
・
六・三

〇

名
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佐
木々
智

佐
藤
寿
幸

萩
原
康
雄

同 同 同

右 右 右

～

SS S
現 現 現

第
四
節
青
少
年
の
育
成

滝
川
市
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
(滝
川
市
教育
委
員
会
青
少
年
教育
課
内
)

昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日、
補
導
セン
タ
ー
設
置
規
則
を
改
め、
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
を
廃
止
し
、
補
導
員
を
滝
川
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
、
地
区
育
成

会
、
市
内
各
学
校
等、
諸
機
関
や
団
体
の
協
力
を
得
て
補
導
活
動
を
行
って
い

る
。補
導
セ
ン
ター
の
業
務
(1)青
少
年
関
係
機
関
及
び
団
体
の
連
絡
調
整
2

非
行
防
止
と
健
全
育
成
の
指
導
()相
談、
補
導
及
び
事
後
指
導
(4)青
少
年

非
行
防
止
につ
いて
の
広
報
活
動
6)小、

中
、
高
等
学
校
の
連
携
強
化
に
よ

る
非
行
防
止
活
動
6)そ
の
他
青
少
年
の
非
行
防
止
に
必
要
な
事
項

組
織
(1)地
区
会、
小
学
校
通
学
区
を
単
位
と
し
て
地
区
ご
と
に
補
導
セン

タ
ー
業
務
を
分
担
推
進
す
る
()委
嘱
を
受
け
た
補
導
員
は、
補
導
セ
ン
タ
ー

直
属
と
し、
地
区
会
に
所
属
し
活
動
す
る
。
1)学
校
部
会、
補
導
員
の
う
ち
小、

中
、
高
等
学
校
の
教
員
を
も
っ
て、
1
小
、
中
学
校
部
会
2
中、
高
等
学
校

部
会
、
3
合
同
部
会
の三
部
会
を
設
け
、
連
絡
調
整、
情
報
交
換、
実
践
交

流、
研
修
な
ど
を
行
い、
青
少
年
の
健
全
育
成、
非
行
防
止
の
実
践
に
つ
と
め

同
て
い
る。
(3)青
少
年
モ
ニ
ター

市
内
の
中
学
生
四
名、
高
校
生
四
名、
青
少

年
又
は
大
学
生
二
名、
計
一〇
名
を
滝
川
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱、
調
査、
報

地区氏 名 所 属 地区 氏 名 所 属

北
地

区

住川 光二 第 二小教

東
栄
地
区

高山 勝昭
山川
梶山

政明
幸道

東栄小教
東栄小P

民 間

東 中村
和歌

孟 東 小 教福田 民 間

橋本 保隆 第一 小 教 地
第 一小 P

若松 重 義 江 陵中教

区 区 正雄
琢治

民 間
中村 京子
中山 莞爾 民 間 土肥 昭雄 西 小 教

安達 充幸 西 小 P
開西中教

江
部
乙
地
区

渡辺 和治 江部乙小P 西島 巌 民 間
石井 邦紀 江部乙中教

戸宍
小出 孝 民 間

外山 親志 江部乙中P
相馬 康人 北 高 教 佐藤 安憲 第三小教南

地
区

新保 勉 第三小P
滝 高教松本 靖 吉田 邦夫

中谷 幸司 民 間
三宅 敬 民 間

,

告
、
提
案
な
ど
を
依
頼
し
、
青
少
年
健
全
育
成
の
有
力
な
資
料
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。

補
導
員
の
活
動
状
況
(1)一
般
補
導
補
導
員
一人
月
二
回
、
三
人
体
制
を

原
則
に
四
つの
時
間
帯
に
分
け、
繁
華
街
を
中
心
に
巡
回、
(2)特

別
補
導
祭

典
、
興
行、
特
別
行
事
等
の
場
合、
全
員
ま
た
は
一部
の
出
役
で
実
施
3)広

域
補
導
冬
期
間
を
除
き、
公
用
車
に
よ
り
一
般
補
導
で
は
で
き
な
い
市
周
辺

な
ど
の
場
所
を
月
三
回
程
度
巡
回
44)地
区
補
導
各
地
区
会
に
お
い
て、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
内
の
問
題
と
な
る、
又
は
問
題
と
な
り
そ
う
な
場
所
等
を
自
主

的
に
巡
回
す
る
。

・
平
成
元
年
度
補
導
員
(任
期
平
成
一
・五
・
一～
平
成
二
・
四
・
三
〇
)

東小P
明苑中教
明苑中P中 中

地
区 石井 博 民 間

川口 義弘 民 間
佐 木々由男

民 間

松橋 治
加藤 聡

開西中P
西 高 教助川 馨 江部乙小教

地
区 区

忠雄 民 間

梅野 重勝 民民

間
間

西 西

斉藤 正弘

落合 敏夫 工業高教
今野 源吾

清明
民

間
間 誠

大谷 昭彦
佐々木勇一
富田
伊藤江陵中P 民 間

古瀬 忠範

小貫 貢 第二小 P

第
二
章
社
会
教
育
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育

属

島
宗
宏
光

畑
沢
利
加
子

早
弓
佳

江

竹
村
智

寺
田
和

氏
名

(岡
本
税
理
士
事
務
所
)

勤
労
青
年

國
學
院
女
子
短
大

滝
川
西
高
等
学
校

滝
川工
業高
等
学校

滝
川
北
高
等
学
校

所
属

.

丸
谷
奈

々

增
田
峰
人

江
部
乙
中
学
校

田、優
桃

藤
元

し
の
ぶ

紅
露
一
寬 名

平
成元
年
度
青
少年
モニ
ター

第
九
編
教 教
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・黒
井

横
井
善吉

朝
日
昇
道

坂下
薫

・斉
藤

肇 川戸 肇
宮
崎

道
仏
文
夫
次
郎

善
吉

関
藤
龍
静

笹
木
国
春

綱
淵
正
幸

・千
代谷
文
勝
△
斉
藤

△
日
野
孝
三

少
覺
和
子

・小
田
島
直

小
田
島
直
△
山
本
節
哉

朝
日
昇
道

木
村
泰
二

谷
ロ
ヤ
ス
子

昭
和
五
十
七
年
五
月
一日
委
嘱

龍
静

綱
淵

道
正武

正
幸

熊
谷
澄
夫
・高
橋
沖
夫

昭
和
五
十
九
年
五
月
一日
委
嘱

井上
正
雄

道
仏
文
夫 豊 馨

関
藤
樋郡
工
藤
正
勝

英
夫

伊
井

寺
内

加
賀
谷
時
子弘

寺
谷
定
利

廣
安

竹
内樋郡
英夫

横
井

梅
野
重
勝

昭
和
六
十
一
年
五
月
一
日
委
嘱

朝
日
昇
道

こ
れ
は
終
戦
後
に
お
け
る
日
本
経
済
の
進
展
に
伴
っ
て
家
庭
教
育
や
学
校
教

育、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
く
社
会
教
育
等
が、
や
や
も
す
る
と
一貫
性
を
欠
き、

青
少
年
の
非
行
が
累
増
し
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
事
態
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら

単
な
る
教
育
問
題
の
一端
と
い
う
把
握
か
ら
抜
け、
地
域
の
問
題、
行
政
の
問

題
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
良
知
を
結
集
し
て
健
全
育
成
の
た
め
の
統
一し

た
事
業
や
施
設
等
の
施
策
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で、
年
そ々
の
内
容
は

見
直
さ
れ
充
実
さ
れ、
各
種
団
体、
機
関、
育
成
に
か
か
わ
る
諸
行
事
等
幅
広

い
協
力
を
得、
そ
の
効
果
は
上
が
り
つ
つあ
る
。

滝
川
市
の
青
少
年
問
題
協
議
会
の
委
員
は、
市
議
会
議
員
一
名
以
内、
行
政

三
名
以
内、
学
識
経
験
者
一三
名
以
内、
計
一
七
名
以
内
で
構
成
さ
れ、
会
長

に
は
市
長
が
あ
た
り
、
委
員
の
任
期
は二
年
と
な
っ
て
い
る
。

滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

昭
和三
十
八
年、
全
道
に
先
が
け
て
「双
葉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
の
男
女二

団
を
結
成
し
最
初
の
団
旗
が
伝
達
さ
れ
た。

現
在
で
は
、
一六
団、
四
二
七
名
(男三

七二
、
女
五五)の

団
員
に
よ
っ
て
各

団
と
も
力
強
く
ま
と
ま
り(次頁

参
照)、

相
互
に
切
磋
琢
磨
し
、
心
身
の
健
全
な

成
長
に
努
力
し
て
い
る
。

・
歴
代
本
部
長

敏行
三
代
後
藤

初
代
岩
本
正
義

五
代
高
橋
辰
夫

昭
三
九
・
四

少
四
四
・三

昭
五
七
・
四

(ハ六イ・ヨ
〃
六
三
・
四

(平
成元
年
現
在

〝
四
代
藤
井
政
治

二
代
三
浦
光
正

111 〃昭

・

六パ三一
五
七四

三四 三四

昭
和
五
十
五
年
四
月
一日
委
嘱

・
印
中
途
退
任

△
印
中
途
補
佐

井
上
正
雄

綱
淵
正
幸

昌
也

長
屋
山
田
喜
千
代

手
島

・
松
井
登
喜
男
二枝

関
藤
龍
静

・橋
本
鉄
男

△
佐
瀬
瑞
生

山本
文子

△
都
鳥
良
治武

中
西
重
雄
△斉
藤
中
里
健
一

・
小
山
田
健
二

山
田
舜
二
金
子
重
男

樋
郡
英
夫

・
高
橋
伍
郎

柳元
上元

渋
谷
春
繁

井
上
正
雄

滝
川
市
青
少
年
問
題
協
議
会

昭
和
二
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
法
が
公
布
さ
れ

そ
れ
に
基
づ
き
、
滝
川
市
は
昭
和
三
十
六
年
六
月
八
日
条
例
第
二
三
号
を
も
っ

て
任
意
設
置
か
ら
条
例
設
置
へ
の
施
策
を
す
す
め
た
。

所滝
川
高
等
学
校

開
西
中
学
校

江
陵
中
学
校

明
苑
中学
校

晃 人

袴 氏

豊
柳
本

今
井



平成元年度滝川スポーツ少年団

団 名 代 表 者 名 団 員 数
性別 小 中中 高 計

導
数

明 星 剣 道 海 野 舎 人 22

男
女 11

9

20 2

北 陵 剣 道 首 藤 和 彦 22

男
女 1 3 4

江 部 乙 剣 道 神 原 充 史 15

男
女
男
女 44 44 4

滝川イース トウル フ野球 見之瀬 敏 夫 33
男
女 33 33 2

滝 野 球 寺 越 敏 晴 50

男
女 50 50 3

滝川ジュニア ドラゴンズ二小 井 上 正 一 64

男
女 63 631

滝 川 東 サ ッ カ ー 波 辺 龍 之 11

男
女 11 11 3

滝 川 柔 道 広 森 弘 志 13

男
女

7 2 1

10 43 3

朝 日 剣 道 堀之内 利 徳 22

男
女 10

7

17 22 3 5

滝 川 バ レ ー ボ ー ル 田 中 稔 也 14

男
女

6 6

2

8 8

三小 ミ ニ バ ス ケ ッ ト 門 田 弘 道 30

男
女 14 14 2

16 16

江 部 乙 サ 「カ 石 川 昭 11

男
女 11 11 1

修 心 館 剣 道 近 江 好 明 17

男
女

6 1 7

59 1

10

西 陵 剣 道道 加 藤 裕 道 28

男
女 17

2 4

231 5

滝川 ブル ー フ ェニックス 上 川 昭 夫 31

男
女 31 31 3

合 計

427

男
女

332 35

5

372
45

43 12 55

7 7
14 11 1

三 小 ピ小 ピ111 ンン ネ 佐 藤 安 憲 44

11

7

18 2

2 2

・
スポ
ー
ツ
少
年
団
一
覧

第
二
章
社
会
教
育

団 員 内 訳
指
者

34

61

561



第
九
編
教

中
谷
幸
司
(南
地
区
)

本
間

茂
△
井
上

滝
川
市
青
少
年
育
成
会
連
絡
協
議
会

青
少
年
の
健
全
育
成
を
願
い
各
地
区
の
育
成
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
関
係
機

関
、
団
体
と
提
携
し、
各
諸々
活
動
を
展
開
し
て
き
た
が、
そ
れ
ら
の
活
動
が

全
市
的
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
区
青
少
年
育
成
会
役
員
が
寄
り
集
ま

り
、
育
成
会
間
の
相
互
の
連
絡
調
整、
全
市
的
な
育
成
の
た
め
の
行
事
の
実
施

等
を
図
る
こと
に
よる
育
成
作
用
の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
七
地
区

全
育
成
会
が
組
織
的
に
参
加し
諸
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

・
主
た
る
行
事
・
事
業

(1)青
少
年
健
全育
成
基
金造
成の
集
いの
開
催

チ
ビ
ッ
コ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン大
会

事 副 会 役 (6)(4)(3)(2)(1)
務 員会

長 長

長

ジ
ュニア
リー
ダー
研
修会
の
開
催

梅野
重
勝
(江
部乙
地区)

才
吉
(東
地区)

薫
(北
地区
)

副
会
長
坂下

事
務
局
長
西村

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

た
の
し
い子
ど
も
と
老
人
の
集
い

事
務
局
次
長
宮
井
運
隆
(青
少
年
教
育
課
) 渋
川
安
博
(西
地
区)

子
ど
も
会
指
導
者
研
修
会

コ
ス
モ
ス
ク
リ
ー
ン
作
戦

名 称

結 成年月日 会 長 名 町内会数

東 地 区
(東小校下)

西 地 区 S56.10.13 渋 川 安 博 24
(西小校下)

南 地 区 S55. 1.31 中 谷 幸 司 32
(三小校下)

北 地
,

(二小校下)
区

中 地 区 S56.10.20 菅 原 武 男 33
(一小校下)

S48. 4.1 若 松 義 男 9 (4)(2)(1)東 滝 川 地 区
(東栄小校下)

S46.12. 5 梅 野 重 勝 105江 部 乙 地 区
(江部乙小校下)

合 計

7地区 251

・
坂下
・

朝
日
昇
道薫

三
浦
公
子

△
穴
木
沢
洵

中
野
竹
久

高
畑
イ
ク

保
田
勝
滋

動
を
展
開
し
て
い
る
。

・主
な
事
業

・
地
区
育
成
会
の
状
況

(1)
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の
参
加

(3)
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
参
加

盆
お
ど
り
大
会

・
村
瀬
惣
一
△坂
田
和
友
・中
川
一郎

福
田
清
昭

△
遠
藤

隆
△
池
田

△
西
村

才
吉

・鈴
木
健
治寿
・中
土
井
昭

・
西
岡
晃
一

関
藤
龍
静

梅
野
重
勝

昭
和
六
十
三
年
五
月
一
日
委
嘱

・
日
野
孝
三
△
松
井
登
喜
男

・綱
淵
正幸

△
村
瀬
惣
一

△西
岡

寺谷
廣
安

・
片
山
邦
哉

梅
野
重
勝

渋
川
晋
一章

関
藤
龍
静

松
原

少
覺
和
子

計
菅
原
武
男
(中
地
区
)

査
若松

義
男
(東
滝
川
地
区
)

小
学
校
下
七
地
域
に、
地
域、
学
校、
P
T
A
、
そ
の
他
関
係
団
体
が
集
ま

り
結
成
さ
れ
た
も
の
で、
青
少
年
の
健
全
育
成、
及
び
非
行
防
止
の
た
め
の
活

・地
区
青
少
年
育
成
会

監 会
S55. 5.14 西 村 才 吉 13

35S57.11.30 坂 下

薫

室
内
・
雪
中
運
動
会
の
開
催

(7)(5)

小
川
マ
ス
子

562

育

茂茂

△
本
間

△
井
上
正
雄

鈴
木
健
治
晃
一昭

堀田
建
二

黒
井



・
滝
川
市
青
少
年
を
育
て
る
会

青
少
年
の
活
動
を
育
て
る
た
め
の
必
要
な
事
業
を
行
い、
健
全
育
成
及
び
福

祉
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
こと
で、
滝
川
市
青
少
年
育
成
会
連
絡
協
議

会
と
滝
川
市
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
結
成
し
た
も
の
で
、
昭
和
六
十
二

年
五
月
十
四
日
設
立
さ
れ
た
。

・事
業

員

滝
川
市
青
少
年
育
成
会
連
絡
協
議
会
と
重
複
し
協
同
で
行
っ
て
い
る
。

副 会
会
長 長

宮 西 渋 吉 坂 梅

井 村 川 野 下 野

運 才 安 郁 重
隆 吉 博 子 薫 勝

同 同 監 同 会

次
査 長 計

山 若 中 長 菅

内 松 谷 尾 原

正 義 幸 静 武

子 男 司 子 男

勉
久
保
田
昭一

石川
日
本
ボー
イ
ス
カ
ウ
ト
滝
川
第
一
団

昭
和
四
十
七
年
再
発
団
以
来、
全
国、

全
道
規
模
で
行
わ
れ
る
各
種
大
会
へ
の
参
加
及
び
市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
行
事

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動、
ま
た
団
員
の
研
修
等
の
実
施
に
よ
り
、
青
少
年
の

社
会
参
加
へ
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
健
全
育
成
に
大
き
な
役
割
り
を

果
た
し
て
い
る。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
「
奉
仕
の
精
神」

「三
指
の
礼
」
の
も

と、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た、
滝
川
第
一
団
の
活
発
な
活
動
が
評
価
さ
れ、
団
員
の
中
か
ら
最
高
進

歩
進
級
章、
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
に
該
当
す
る
優
秀
な
団
員
と
し
て、
昭
和
五
十

六
年、
同
六
十
年、
同
六
十三
年(二
名)、
平
成
元
年(二
名)と
連
続
し
て
授
与

者
を
輩
出
し
て
い
る
。

・
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
滝
川
第
一
団
歴
代
委
員
長

上
西
正
夫
(昭
五
五
)

木
村
米
男
(昭
五
六)

田
村
昌
栄
(昭
五
八
～
平
二
現
在)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
及
び
北
海
道
連
盟
は
か
ね
て
か
ら
幼
児
(小
学
校
一
、
二

年
生
)
の
参
加
に
つ
いて
推
進
し
て
き
た
が、
滝
川
市
に
お
け
る
市
民
各
層
から
も
ビ
ー

バ
ー
隊
結
成
の
要
望
も
あ
り、
空
知
地
区
と
し
て
は
始
め
て
の
ビ
ー
バ
ー
隊
発
足
と
な
っ

た
。発
足
日
平
成二
年
四
月
一
日

隊
長
浜
田
裕
美

隊
員
八
名

563

第
二
章
社
会
教
育

高
田

優 優
石
黒
安
雅

平
成
二
年
委
嘱

石
川

勉
久
保
田
昭
一

昭
和
六
十
三
年
委
嘱

昭
和
六
十
一
年
委
嘱

久
保
田
昭
一

千
田
中谷

幸司久

千
田

中
谷
幸
司久

高
田
石
黒
安
雅優

・
役

心
次
長

事
務
局
長

同 同

少
年
指
導
委
員

市
内
の
繁
華
街
を
中
心
に
見
回
り
な
ど
を
し
て
少
年
の
非
行
を
未
然
に
防
止

し
よ
う
と
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア。
昭
和
六
十
一
年
から
任
期二
か
年
と

い
う
こ
と
で
滝
川
警
察
署
から
委
嘱
さ
れ、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
重
要
な
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。

中
谷

幸
司

石
黒
安
雅

猪
股
栄三
(昭
五
七)

・
ビ
ー
バ
ー
隊
発
足



育

第
五
節
青
年
団
体

滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会

歴
代
会
長

九
代
清
水

彰
(昭
五
五
)

政
勝
(〃
五
七)

一
一代
故
工
藤

一三
代
上
野
恭
敬
(〃
五
九)

一四
代
中
野
竹
久
(〃六
〇
)

左
近
伸
和
(〃六
一)

一六
代

一八
代
中
野
竹
久
(平
元)

石
山
悟
司
(〃
六
二
)

滝
川
市
青
年
会
議

歴
代
会
長

四
代

六
代
竹
内

八
代
佐
藤
友
昭
(〃
六
一
)

九
代
中
野
竹
久
(〃
六
二
・
六三
)

一〇
代
島
宗
宏
光
(平
元
)

滝
川
商工
青
年
学
園
自
治
会
ぷ
ら
た
な
す

歴
代
会
長

望
月
雅
之
(昭
五
六
・
五
七)、美

濃
佳
隆
(昭
五
八
・
五
九)、佐

藤
友
昭
(昭
六

○)、渋
川
晋
一
(昭
六
一)、玉

置
泰
弘
(昭
六
二
)、川
崎
恭
誉
(昭
六
三
)、島
宗

宏
光
(平
元
・二
現
在)

江
部
乙
町
農
業
協
同
組
合
青
年
部

昭
和三
十
三
年
三
月
二
十
七
日
結
成、
農
村
青
年
が
農
業
経
営
の
担
い
手
と

し
て
農
村
の
文
化
と
教
育
を
高
め
る
と
と
も
に、
み
ず
か
ら
が
新
し
い
農
業
技

術
を
取
得
し、
農
業
経
営
の
合
理
化
へ
の
強
い
推
進
力
と
な
って、

協
同
相
互

扶
助
の
精
神
を
も
っ
て
農
協
の
発
展
に
つく
す
こ
と
で
あ
った
。
そ
の
た
め
の

自
覚
と
研
鑽
を
高
め
る
場
と
し
て
組
織
的
に
活
動
を
続
け
て
き
た。

減
反
、
米
価
問
題、
自
由
化
問
題
等、
解
決
の
難
し
い
事
柄
が
山
積
し
て
い

る
昨
今
に
あ
っ
て、
活
力
あ
る
農
業、
近
代
化
さ
れ
た
農
業
経
営
に
青
年
部
の

果
た
すべ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
重
要
視
さ
れ
る
。
危
機
突
破
に
向

け
て
一
致
団
結
の
努
力
を
続
け
て
い
る
と
ころ
で
あ
る
。

・
歴
代
部
長

七
代
大
川

岩崎
九
代

八
代
中
村
秀
康

豊 稔

一〇
代
木
幡
孝
雄

滝
川
市
農
業
協
同
組
合
青
年
部

昭
和
二
十
四
年
四
月
結
成
発
足、
終
戦
後
の
混
乱
期
から
農
協
を
中
心
と
し

た
農
業
経
営
確
立
の
中
核
と
な
り
、
最
近
の
農
業
人
口
の
減
少
と
農
業
形
体
の

質
的
変
革
の
中
に
あ
っ
て
そ
の
活
動
は
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

減
反、
米
価
問
題、
自
由
化
問
題
等
、々
困
難
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
現

実
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か、
農
業
構
造
の
改
善
の
た
め
の
研
鑽
と
米
の
消

費
拡
大
へ
の
寄
与
の
あ
り
方、
他
青
年
団
体と
の
交
流
強
化、
地
域
振
興
事
業

へ
の
積
極
的
な
参
画
な
ど、
そ
の
期
待
は
大
き
く
責
任
も
ま
た
重
い
も
の
が
あ

る
。

・歴
代
部
長

二
五代

吉
田
敏
昭
(昭
五三
・
五
四)

幸三
(昭
五
六)

二九代
二
七代

伊
藤
小
坂
裕
吉
(昭五

八
)

三
一
代
山
岸

穣
(昭
六
〇
・
六
一
)

三
三
代
宮
本
日呂
史
(昭六
三
～
現
在)

二
八
代

二
六代

岡内
孝
一
郎
(昭
五
五)

新
庄
純
久
(昭
五
七)

三〇
代
中
野
義
治
(昭
五
九)

三
二
代
倉
嶋
政
彦
(昭
六二
)
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一〇
代
高
田
久
芳
(昭
五
六)

一二
代
竹
内

弘
(
〃五
八)

一
五
代

一七
代
長谷
川
憲
邦
(〃
六三
)

一九
代
中
野

隆
(平

二
)

五
代
望
月
雅
之
(昭
五
七
・
五
八
)

米
沢
勝
美
(昭
五
六)

弘
(〃
五
九
)

七
代
清
水
美
千
直
(〃
六〇
)



第
六
節
婦
人
団
体

新
た
な
る
婦
人
会
活
動

滝
川
市
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

昭
和
三
十
年
四
月
発
足、
農
村
婦
人
の
地

位
向
上
、
農
村
生
活
の
合
理
化
を
図
り
、
農
村
文
化
の
発
展
を
目
的
に
幅
広
い

活
動
を
続
け
て
き
た。
当
初
は、
料
理、
健
康、
家
計
等
の
研
修
や
見
学
視
察

が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
農
業
を
と
り
ま
く
情
況
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
婦
人
と
し
て
の
教
養
を
深
め
経
済
生
活
の
改
善
に
努
め、
農
協
発
展
の
一
翼

を
荷
担
っ
て
部
員
協
力
し
て
努
力
し
て
い
る
。

・歴
代
部
長
三
代
兼
田
和
子
(昭
五
二
～
昭
五
五
)

(昭
五
六
～
昭
五
九)

五
代
谷
ロ
ャ
ス子

(昭
六
〇
～
現
在)

江
部
乙
町
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

昭
和
三
十
年
三
月
結
成、
事
業
と
し
て

は
、
視
察
研
修
に
よ
る
教
養
拡
充、
家
族
の
健
康
管
理
を
重
視
し
た
検
診
参

加
、
食
生
活
改
善
の
為
の
料
理
講
習、
あ
る
い
は
消
費
生
活
展
を
開
く
な
ど
生

活
改
善
の
あ
り
方
を
求
め
活
動
し
て
き
た。
ま
た
農
協
共
済
事
業
等
に
積
極
的

に
参
加
協
力
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

・
歴
代
部
長

一〇
代
野
口

ヒ
ロ

一二
代
山
本
先
子

一三
代
中
島
キ
ミ
子

る
。こ
の
一〇
年
に
お
け
る
主
な
事
象
を
み
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
十
月、
会
創

立
四
十
周
年
記
念
式
典
を
内
外
多
数
の
方
の々
祝
意
の
中
で
盛
大
に
挙
行、
ま

た
公
衆
衛
生
事
業
に
功
労
あ
り
と
認
め
ら
れ
、
団
体
の
部
に
お
い
て
全
国
表
彰

の
栄
を
受
け
、
更
に、
同
年、
長
年
の
協
力
を
可
と
し
て
北
海
道
共
同
募
金
会

長
表
彰
の
受
賞
が
あ
る
。

本
会
は
主
と
し
て
働
く
婦
人
の
家
及
び
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い

る
が、
生
活、
厚
生、
料
理、
レ
ク
リ
エー
シ
ョ
ン、
音
楽
の
五
部
門
の
組
織

に
な
っ
て
お
り
、
各
部
が
担
当
事
業
を
運
営
し
連
携
を
強
め
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
。

平
成
元
年
十
月、
新
し
く
設
立
さ
れ
た
「滝
川
市
女
性
の
自
立
プ
ラ
ン
推
進

協
議
会
」
の
加
盟
団
体
と
し
て
新
し
い
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
し
て
い

る
。

・
歴
代
会
長
二
五代

高
野
トシ

二
六
代

二
七
代
荒
井
八
重
子

金
山
倫
子

高
畑
イク

(〃
六
二
・
六
三
〃
)

(平
成
元
年
度
現
在

)

江
部
乙
町
婦
人
会

研
修
・
親
睦・
社
会
奉
仕
等
の
事
業
計
画
の
も
と
に
昭
和二
十
一
年
に
発
足

し
た
本
会
は、
会
員
の
意
欲
的
な
参
画
に
よ
っ
て
有
意
義
な
活
動
を
永
年
に
わ

た
っ
て
続
け
て
き
た
。
殊
に
社
会
奉
仕
事
業
と
し
て
不
用
品
即
売
会
や
文
化
祭

に
お
け
る
食
堂
開
設
に
よ
っ
て
得
た
益
金
を
有
益
に
使
っ
て
の、
緑
寿
園
の
慰

第
二
章
社
会
教
育

一
一代

蜂
谷
カ
ツ
ミ

滝
川
市
婦
人
会

滝
川
市
婦
人
会
は
、
昭
和二
十
一年
に
創
立
さ
れ
以
来
市
の
発
展
と
と
も
に

親
睦
の
和
を
拡
げ
つ
つ、
市
の
各
種
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
今
日
に
到
っ
て
い

杉
浦
京
子

(〃
五
七
・
五
八
〃
)

(
)

(昭
和
五
五
・
五
六
年
度)

(〃
五
九

(ハ
六〇
・
六
一
”
)

二
八
代

二
九
代

三〇
代
高
野
ト
シ
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第
九
編
教

育

安
訪
問
・
公
民
館
の
備
品
寄
贈・
青
少
年
育
成
会
へ
の
資
金
協
力
な
ど
地
味
で

は
あ
る
が
豊
か
な
経
験
と
誠
実
な
行
動
に
終
始
し
て
き
た
こ
と
は
町
民
の
斉
し

く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た、
最
近
の
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
機

関
の
発
達
は
交
通
事
故
の
多
発
を
招
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、
特
に
学
童

の
交
通
災
害
を
憂
慮
し
新
入
学
児
を
対
象
に、
黄
色
い
マ
フラ
ー
や
ラ
ン
ド
セ

ル
カバ
ー
等
の
寄
贈
着
用
に
よ
り、
子
供
た
ち
を
交
通
災
害
か
ら
守
る
べ
く、

積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

・
歴
代
会
長

一
五
代
道
川
静
子
昭
五
五
～
昭
五
八

一
六
代
黒
田
照
子

〃
五
九
～
!
六
〇

武
田
照
子
ク
六
一～
!
六
二

一
七
代

一八
代
井
土
登
美
子
〃
六三
～
平元

一九
代
堀
内
佳
奈
子
平
二
～
現
在

滝
川
市
母
子
会

昭
和
三
十
五
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
こ
の
会
は、
母
子
家
庭
及
び
未
亡
人
家

庭
の
生
活
擁
護
と
福
祉
の
増
進
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て、
相
談、
斡
旋、
売
店

経
営
等、
巾
広
く
活
動
し
自
主
的
な
運
営
に
努
力
し
て
い
る
。

会
員
は
一
五
〇
名
ほ
ど
で、
日
本
母
子
連
盟
に
加
入
、
こ
の
指
導
を
受
け
な

が
ら、

「フ
クシ
」
の
展
示
会
を
開
設
し
全
国
規
模
の
物
資
を
提
供、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
利
用
協
力
の
お
か
げ
で
多
く
の
販
売
実
積
を
あ
げ
活
動
資
金づ
く

り
を
し
た
り、
公
的
な
福
祉
施
設
に
お
い
て
催
し
事
が
あ
る
場
合
は、
母
子
会

が
売
店
を
開
設
し
た
り
自
販
機
を
設
置
し
た
り、
多
く
の
益
金
を
積
立
す
る
な

ど
所
期
の
目
的
達
成
に
力
を
得、
確
か
な
運
営
を
続
け
て
い
る
。

・歴
代
会
長

二
代
福
田
朝
野
(昭
五
一～
昭
五
六)

(〃
五
七
～
!
五
九)

(ハ
六〇
～
現
在
)

滝
川
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

昭
和
四
十
六
年、
滝
川
市
と
江
部
乙
町
と
の
合
併
に
伴
い、
婦
人
団
体
も
大

同
団
結
し
滝
川
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
と
し
て
新
発
足
し
た
。
発
足
当
初
は

多
少
の
と
ま
ど
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、
市
長
と
の
懇
談、
研
修
会
、
体
育
祭
、

家
庭
教
育
講
習
会
な
ど
具
体
的
な
活
動
を
展
開
す
る
中
で
軌
道
に
乗
っ
た
運
営

が
す
す
め
ら
れ
た。
そ
の
後
組
織
が
安
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
動
範
囲
も
年

広々
が
り、
道
や
空
知
の
婦
人
大
会
や
各
種
行
事
の
常
連
と
し
て
参
加、
市
民

体
育
祭
へ
の
参
画
、
滝
川
市
婦
人
の
集
い
の
開
催、
リ
ー
ダ
ー
研
修、
敬
老
会

行
事
の
手
伝
い
協
力、
交
通
安
全
事
業
へ
の
参
加、
他
市
町
婦
人
団
体と
の
連

携
と
会
員
の
派
遣、
更
に、
栃
木
市
友
好
都
市
親
善
交
歓
会
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
レ
クリ
エー
シ
ョ
ン大
会
の
開
催、
三
十
周
年
記
念
式
典
な
ど
枚
挙
に
い

と
ま
の
な
い
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

平
成
元
年
八
月
、
第
四
十
回
全
道
婦
人
大
会
を
滝
川
市
で
開
催、

「心
の
時

代
と
婦
人
の
役
割
」
を
大
会
テ
ー
マと
し
、
全
道
内
か
ら
一、
三
〇
〇
名
の
参

加
者
を
迎
え、

一八
分
科
会
の
討
議
と
全
体
会
及
び
講
演
を
通
し
て、
女
性
に

も
物
の
時
代
から
心
の
時
代
へ
の
転
換
が
求
めら
れ
て
い
る
と
し、
自
ら
の
能

力
適
性
を
生
か
し
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
こと
が
重
要
と
の
確
認
が
な
さ

れ、
極
め
て
有
意
義
な
大
会
と
の
評
価
を
う
け
主
管
し
た
滝
川
婦
連
協
に
新
し

い
一
ペー
ジ
を
記
し
た
。

加
盟
団
体
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
を
連
動
さ

せ
な
が
ら
、
互
い
に
力
を
合
わ
せ
統
一さ
れ
た
運
動
に
よ
り
、
婦
人
と
し
て
の
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自
覚
と
地
位
の
向
上
に
努
力
し
て
間
る
。

・
歴
代
会
長

・
加
盟
組
織
一
覧
(平
成
二
年
度
)

団
体

名
代

山
本
綾
子

中
島
キ
ミ
子

堀
内
佳
奈
子

谷
口
ヤ
ス
子

高
野

ト
シ

表
者

会
員

一、
四
八
三

一八
〇

四
七
一

二
七
一

一
六
一

四
〇
〇

数

そ
の
他

滝
川
市
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

昭
和
四
十
五
年二
月、
北
海
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
修
会
に
参
加
し
た
七

人
が
、
「滝
川
市
に
組
織
を
つ
く
ろ
う
」
と
奔
走
し
、
滝
川
市
婦
人
ボ
ラン
テ

ィ
ア
ク
ラ
ブ
と
命
名
し
て
発
足
し
た
の
が
嚆
矢
で
あ
り、
地
味
で
は
あ
る
が
着

実
な
歩
み
を
続
け
て
き
た
。
そ
れ
は、
社
会
的
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
人
に々
激

励
の
た
め
の
援
助
の
手
を
さ
し
のべ
、
女
性
と
し
て
で
き
得
る
こ
と
を、
少
し

ば
か
り
の
余
暇
を
利
用
し
み
ず
か
ら
の
体
験
や
技
術
を
活
かし
て
、
小
さ
な
力

を
み
ん
な
で
やる
こ
と
に
よ
って
大
き
な
力
と
し
、
誠
意
を
も
っ
て
続
け
よ
う

と
い
う
営
み
で
あ
っ
た
。
ま
た、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
婦
人
が
滝
川
市
民
の
ひ

第
二
章
社
会
教
育

と
り
と
し
て
豊
か
に
生
き
成
長
で
き
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

発
足
後、活

動
の
模
様
が
市
の
広
報
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ、市

民
各
層
に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
会
員
も
徐
に々
増
え、
現
在
は
二
三

○
名
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
大
き
く
成
長
し
た。
年
間
に
お
いて
実
施
す
る
奉
仕

活
動
は、定

期
的
に
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の、季

節
に
お
い
て
短
期
的
に

実
施
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る
が、
ほと
んど
の
場
合
自
分
た
ち
の
労
力
を
中
心

と
し
た
限
ら
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
者
の
活
動

で
は、
図
書
館
の
ブ
ッ
ク
カバ
ー
か
け、
一
日
研
修
旅
行
な
ど
が
あ
り、
後
者
で

は
、
各
種
募
金
運
動
の
協
力、
滝
川
市
民
冬
ま
つ
り
の
会
場
で
の
ま
ご
こ
ろ
売

店
、
高
齢
者
養
護
施
設
の
慰
問
等
が
あ
る
。
市
当
局
の
理
解
と
援
助
も
得
ら
れ

会
員
の
結
束
、
計
画
事
業
(行
事)の

集
約
化、
簡
便
化
を
は
か
り、

ス
ム
ー
ス

な
運
営
を
心
が
け
た
た
ゆ
ま
な
い
努
力
は
恵
ま
れ
な
い
人
に々
大
い
に
喜
ば
れ

て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
広
報
た
き
か

わ
を
朗
読
録
音
し、

「声
の
広
報
」
と
し
て
眼
の
不
自
由
な
方
に々
耳
を
通し

て
市
の
動
き
を
伝
え
る
こと
を
はじ
め
た。
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
の
活
動
は
市
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に、
滝
川
市
の
よ
う
す
が
よ
く
理
解
で
き
る
と
利
用

者
か
ら
感
謝
の
こ
と
ば
が
寄
せ
ら
れ、
会
員
は
張
り
を
も
って
続
け
て
い
る
。

平
成
二
年
、
ク
ラ
ブ
結
成
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
記
念
す
べ
き

二
〇
年
に
は
歩
ん
で
き
た
こ
の
間
の
喜
び
や
哀
し
み
を
回
顧
し
な
が
ら、
更
に

心
豊
か
な
街
滝
川
市
の
建
設
に
微
力
を
つ
く
そ
う
と
心
を
新
た
に
努
力
を
誓
い

合
っ
て
い
る
。

・
歴
代
会
長

初
代
武
田
せ
い
昭
四
六

暗
四
五

二
代
神
部
富
美
子

現在
昭
五
七

滝
川
市
母
子
会

江
部
乙
町
農
協
婦
人
部

江
部
乙
町
婦
人
会

滝
川
市
農
協
婦
人
部

滝
川
市
婦
人
会

七
代
山
本
文
子
(昭
五
一～
昭
五
四)

八
代
谷
ロ
ヤ
ス
子
(〃
五
五
～”
五
七)

九
代

高
野
トシ

(〃
五八
～
ッ
六〇
)

一二
代
金
山
倫
子
(平
二
～
現
在)

一一
代
古
賀
エ
ス子
(〃六三

～
平
元)

一〇
代
加
賀
谷
時
子
(〃
六
一
～
ク
六二
)

計
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育

滝
川
市
女
性
の
自
立
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会

昭
和
五
十
年
六
月、
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
国
際
婦
人
年
世
界
大
界
に
お
い
て

「世
界
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
が、
日
本
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
十
二
年

に
「国
内
行
動
計
画
」
(昭五二

年～
昭六一

年)を
策
定
し
、
民
法
・
国
籍
法
・
年

金
法
の
改
正、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行

な
ど
男
女
平
等
に
関
す
る
諸
法
制
度
を
整
備
し
た
。

こ
れ
ら
のこ
と
から
女
性
の
意
識
や
行
動
が
変
わ
り
、
自
ら
の
生
き
方
を
よ

り
主
体
的
に
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た。
ま
た
、
女
性
を
と
り
ま
く
環
境

は、
ラ
イ
フ
サイ
ク
ルの
変
化、
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行、
国
際
化
社
会
の
進

展
など
に
よ
り
大
き
く
変
わ
り
、
女
性
の
社
会
参
加
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
き

た
。
道
に
お
い
て
は、
こ
の
よ
う
な
女
性
の
意
識
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

し、
女
性
の
多
様
な
生
き
方
を
支
援
し
て
男
女
平
等
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め

昭
和
六
十
二
年
二
月、
女
性
自
ら
の
指
針
と
な
る
「北
海
道
女
性
の
自
立
プ
ラ

ン」
を
北
海
道
女
性
会
議
に
は
か
っ
て
策
定
し
た。
この
プ
ラン
は、
女
性
の

生
涯
を
「成
育
期」、
「
成
年
期」、

「中
年
期」、

「老
年
期」
の
四
つ
の
世
代
に

分
け、

ラ
イ
フ
ステ
ー
ジ
の
課
題
ご
と
に、
女
性
自
ら
の
努
力
と
、
地
域
・
職

場
で
の
取
り
組
み
を
示
す
と
と
も
に、
行
政
の
役
割
と
方
策
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
滝
川
市
に
お
いて
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
の
中
か
ら
主
体
的
に
自
分
の
道

を
選
択
し、
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
い
う
女
性
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
き

た
こ
と
か
ら、
武
田
せ
い
等
が
世
話
人
と
な
り
「滝
川
市
女
性
の
自
立プ
ラン

推
進
協
議
会
設
立
準
備
会
」
を
つ
く
り
市
内
各
婦
人
団
体
に
働
き
か
け
、
平
成

元
年
十
月
、
第
二
回
レ
デ
ィ
ス
・
コ
ス
モ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルを
開
催
す
る

と
と
も
に
そ
の
前
段
に
お
い
て
設
立
会
を
開
き
参
加
者
の
同
意
を
得、
新
発
足

し
た
。

こ
の
協
議
会
は、
滝
川
市
の
婦
人
団
体
が
相
互
に
連
携
を
密
にし
て
女
性
の

地
位
向
上
・
福
祉
の
向
上
と
自
立、
社
会
参
加
を
め
ざ
し
て
具
体
的
な
推
進
を

図
り、
滝
川
市
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
事
業
と
し
て
、
団
体

相
互
の
連
携
と
調
整、
学
習
活
動
の
促
進、
地
域
活
動
の
促
進、
情
報
の
収
集

と
提
供
を
行
っ
て
い
る。
発
足
後
日
は
浅
い
が、
加
盟
も
二
〇
団
体
を
数
え、

女
性
と
し
て
の
責
務
の
認
識
と、
時
代
変
化
に
鋭
く
対
応
で
き
る
柔
軟
さ
を
併

せ
も
っ
た
現
代
女
性
の
集
団
の
組
織
活
動
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

・
歴
代
会
長

初
代
高
野
ト
シ
(平
成
元
年
～
現
在
)

・
加
盟
団
体

滝
川
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

滝
川
市
婦
人
会

滝
川
市
農
協
婦
人
部

滝
川
市
母
子
会

江
部
乙
町
婦
人
会

江
部
乙
農
協
婦
人
部

滝
川
市
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

婦
人
コ
ス
モ
ス
の
会

滝
川
市
交
通
安
全
母
の
会

滝
川
消
費
者
協
会

江
部
乙
商
工
婦
人
部

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

滝
川
市
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

國
學
院
女
子
短
期
大
学

滝
川
市
立
西
高
等
学
校

老
人
ク
ラ
ブ
婦
人
部

防
犯
青
年
婦
人
の
会

民
生
委
員
婦
人
部

更
生
保
護
婦
人
部

滝
川
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

働
く
婦
人
の
家
(総
合
福
祉
セン
タ
ー
三
F)

昭
和
五
十
六
年
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
施
設
を、
総
合
福
祉
セン
ター
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に
上
乗
せし
て
五
階
建と
拡
張
充
実
さ
れ
た
際、
三階
部
分
を
「働く

婦
人
の

家
」
と
し
て
設
置
し
、
働
く
婦
人
と
家
庭
婦
人
が
主
体
的
に
楽
し
く
学
び
交
流

す
る
場
と
し
て
定
着
し
た
。

働
く
婦
人
の
家
で
は、
季
節、
婦
人
の
希
望
、
講
師
の
確
保
な
ど
を
勘
案
し

て
年
間
の
活
動
計
画
を
策
定
し
講
座
を
設
置、
働
く
婦
人
が
自
由
に
講
座
を
選

定
参
加
し
てそ
の
実
を
挙
げ
て
い
る
。
講
座
は
主
に
働
く
婦
人
を
対
象
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
から
夜
間
に
行
わ
れ
る
の
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

講
座
は
年
間
に
料
理
等
八
種
類、
一講
座
の
回
数
は
多
い
も
の
で
一
六
回、

少
な
い
も
の
で
二
回
で
は
あ
る
が
短
期
の
も
の
は
時
季
的
制
限
を
う
け
や
す

い。
年
間
の
総
回
数
は
七
〇
回
く
ら
い
に
わ
た
って
い
る
が、
延
べ
参
加
者
数

は
八
三
〇
名
く
ら
い
に
な
り、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
は
そ
の
特
色
を
生
か
し
て
活

発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
の
働
く
婦
人
の
家
で
は
、
講
座
を
提
供
し
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
講
座
を
修
了
し
た
婦
人
が
更
に
そ
れ
を
継
続
し
て
学
べ
る
よ

う
育
成
グ
ルー
プ
を
奨
励
し
、
み
ず
か
ら
の
意
志
に
よ
る
計
画
学
習
に
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
いる
。
ま
た、
一般
の
婦
人
が
趣
味
等
に
よ
る
同
好

グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
も
施
設
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一九
種、
四
三
グ

ル
ー
プ
、
参
加
者
総
数
六
一六
名
に
達
し
、
働
く
婦
人
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
活
動
が
連
日
展
開
さ
れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

・
施
設
の
概
要

所
在
地
明
神
町
一
丁
目
五
―‒二
九
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
F

設
備

床
面積

講
習
室
四
(
料
理
講
習
室
一
を
含
む
)

図
書
室
一、
和
室
一、
軽
運
動
室
一、

種 別 グル ー
プ数 人 員 座 名 期間

または期日
数
(名) 備 考

書ペ ン 習 字同好会 10 150

道

2

35洋
裁 1

1

10
着 物 着 付 1

3

45

料 理

2 45

経 理 事 務 ～9 月21日 9 前期
夜 16回手 編 み /

2

28

ち ぎ り 絵 1

2 20 /習字 ～11月21日 11 夜

11回

着 物着付 ～2 月26日 6 後期
夜 11回

ケー キ作り 12月14、15日

7 夜 2回

おもてなし
料理 12月21、22日 21 夜 2回

2月

208、 9 .10 昼3回予定そ 書 !

2

20

花 〃

3

40
謡 1

1

15のの

句 〃

2

20歌

11

1

15他

〃

踊 !

1

10
ン ス 1

1 20

計

15 207

合 計 43 616

・
自
主
グ
ル
ー
プ
の
育
成
状
況
(平
成
元
年
四
月
一
日
現
在)

洋 裁裁 ～7 月17日
5月10日実 用小筆 ～7 月19日 15 前期

夜 11回
6月 1日

9月 5日 後期

パッチ ワー ク "1

2

23

ジャズダンス 〃

2

33

切 り 絵 1

2

20

計

28 409

エア ロビクス同好会

1

10

吟 儿

3

57 ワ ー プ ロ

・
開
設
講
座
の
状
況
(平
成
元
年
度
分
)

5月 8日 20 前期
夜 11回

育
成

グ
ル

ー
プ

託
児
室
一、
事
務
室
一
、
相
談
室
一
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一、
〇
八
一・
九
五平
方
メー
ト
ル

詩
読
生
民
俳
短
舞
ダ

11月27日

短期

短期

短期



育

・
働
く
婦
人
の
家
運
営
審
議
会
委
員

道
川
静
子
(

香
西
キ
ク
(

青
木
仁
八
(

工
藤
輝
光
(

～
〃
五
七
・
三
・
三
一
)

～
昭
五
八
・
五
・
一
一)

～
現

在
)

～
平
元
・
一〇
・
一五)

))

～

熊
谷
澄
夫
(昭
五
七
・
四
・
一七
～
昭
五
九
・

三
・
三
一)

"

!

神
部
富
美
子
(〃
五
八
・
五
・
一
二～
平
元
・
一〇
・
一五
)

伊
井

武
(

11

久
我
英
三
(昭
五
九
・
五
・
二
四
～
昭
六
〇
・
三・
三
一)

西岡
照
子
(

菱
川
善
徳
(

!

和
泉
ア
イ
子
(昭
六
〇
・
五
・
一
二
～
ク
六
二
・
五
・
一
一)

～
♪
六
一
・
三
・
三
一)

三
・
三
一)

"

古
賀
エ
ス子
(昭
六二
・
一
〇・
一六～

現
笠

・
～
昭
六
三
・
三
・三
一)

光
雄
(

中
村
康
男
(
〃六三

・
四・

一～
平
二・

三
・
三
一)

高
畑

昇
(平

元
・
四
・
一～

現
在
)

米
倉
孝
子
(

義
博
(〃
二・

四・
一～

檜
皮

" "1

11 11 " 〃11 11

～

!

11 11 "1

) ) )

第
七
節
滝
川
市
の
生
涯
学
習
へ
の
取
組
み

滝
川
市
の
生
涯
学
習
は、
昭
和
五
十
三
年
に
策
定
さ
れ
た
「ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
」
で、

「生
涯
に
わ
た
っ
て、
心
豊
か
な
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
を

学
ぶ
街
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
て
以
来、
慎
重
に
検
討
を
重
ね、
次
の

五
点
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た。

一、
地
道
に
息
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
。

二、
技
術
革
新
の
流
れ
の
中
で、
時
代
潮
流
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
。

三、
地
域
に
根
ざ
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
。

四、
行
政
が
前
面
に
出
る
の
で
は
な
く、
手
助
け
を
す
る
と
い
う
立
場
に
徹
す
る
こ
と
。

五、
情
報
交
流
の
場、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場、
と
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
工
夫
すべ
き

こ
と
。

こ
の
間
市
民
の
生
涯
学
習
を
す
す
め
る
上
で
必
要
な、
生
涯
学
習
施
設
の
充

実
に
力
を
注
い
で
き
た
。
幼
稚
園
か
ら
小
中
学
校
・
道
市
立
の
高
等
学
校、
短

大
に
至
る
学
校
教
育
体
系
。
道
立
高
等
技
術
専
門
学
院、
中
空
知
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
職
業
訓
練
体
系
。
更
に、
文
化
セン
タ
ー
・美
術
自
然
史
館
・

図
書
館
・
郷
土
館
・
航
空
科
学
館
・
航
空
科
学
研
修
セ
ン
タ
ー
・
市
民
会
館
・

運
動
公
園
・
温
水
プ
ー
ル
・
市
民
ゴ
ル
フ
場
・
ス
キ
ー
場
・
三世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
特
色
あ
る
文
化
・
教
養
・
体
育
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

ま
た、
中
央
公
民
館
と
地
区
公
民
館、
図
書
館
と
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
児

童
セ
ン
ター
と
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に、
中
核
施
設
と
地
区
施
設
の
機

能
分
け
を
行
っ
て
整
備
さ
れ
て
お
り、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワー
ク
を
最
大
限
に
活
用

す
る
ソ
フ
ト
事
業
の
実
践
も
必
要
と
さ
れ
た
。

◎
滝
川
市
生
涯
学
習
推
進
本
部

昭
和
五
十
九
年、
行
政
機
構と
し
て
生
涯
学
習
推
進
本
部が
設
置
さ
れ
た。

こ
れ
は、
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
要
求
に
応
え
る
と
と
も
に、
社
会
の
も

つ
様
な々
教
育
機
能
を
生
涯
学
習
の
観
点
から
、
統
合
し
か
つ
一層
の
充
実
を

図
る
た
め
の
政
策
の
立
案
と
審
議
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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相
沢
喜
代
(昭
五
六
・
五
・
一二
～
昭
六
〇
・
五
・
一一
)

佐
瀬
瑞
生
(

金
山
二
男
(

～
昭
五
九・

三
・三
一)

在
)

～
現

～
♪
六
一
・

・
三
・
三
一)

"

深
滝
政
庸
(昭
六
一
・
四
・

一～
平
元・

大
沢

忠
(

在
)

安
彦
由
利
子
(平

元
・
一
一
・
一～



滝
川
市
の
生
涯
学
習
推
進
目
標
は、
滝
川
市
民
憲
章
を
も
っ
て
当
て
て
い

る
。
市
民
憲
章
は、
明
る
い
家
庭、
住
み
よ
い
社
会
、
豊
か
な
郷
土、
美
し
い

ま
ち
、
新
し
い
都
市
の
五
づ
く
り
を
目
標
と
し
社
会
生
活
全
般
に
係
わ
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
平
成
元
年
四
月
に
「健
康
都
市
宣
言
」
を
し
、
生
涯
学
習
の
観

点
か
ら
身
体
・
心
の
健
康
は
も
と
よ
り
、
社
会
・
教
育
・
文
化
等
す
べ
て
の
健

康
を
目
ざ
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
推
進
本
部
の
事
業
は

市
が
行
って
い
る
生
涯
学
習
関
連
事
業
の
取
り
ま
と
め
と
そ
の
分
析

生
涯
学
習
振
興
会
と
の
連
携
・
情
報
交
換

4)

年
度
別
重
点
目
標
の
設
定
と
事
業
の
見
直
し
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事
業
・
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

5
生
涯
学
習
に
関
す
る
調
査
・
調
整
・
研
究

等
で
あ
る
。空涯 学習講演会

生涯学習風景 (滝川市生涯学習振興会)

財
団
法
人
滝
川
市
生
涯
学
習
振
興

会
昭
和
五
十
九
年、
滝
川
市
は
市
長

を
本
部
長
と
す
る
「滝
川
市
生
涯
学

習
推
進
本
部」
を
発
足
さ
せ
た。
直

ち
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
編
成

さ
れ
現
状
分
析
や
将
来
展
望
な
ど
を

検
討、
結
論
と
し
て
民
間
活
力
導
入

に
よ
る
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
が
最

善
と
い
う
こ
と
で
昭
和
六
十
年
四
月

一日
に
設
立
さ
れ
た
の
が
こ
の
会
で

あ
る
。
設
立
時
に
市
内
有
志
か
ら
多
額
の
寄
付
が
あ
っ
たこ
と
か
ら
、
こ
れ
を

基
金
と
し
て
「財
団
法
人
」
化
の
申
請
を
し
、
同
年
九
月
に
認
可
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

設
立
の
趣
意
は、
高
技
術
化
・
国
際
化
・
高
齢
化
・
情
報
化
な
ど
、
激
し
く

変
化
す
る
社
会
の
情
勢
に
対
応
し
な
が
ら、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
、
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め、
ひ
い
て
は
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
お
し
進
め
る

た
め
に、
学
習
機
会
の
場
を
設
定
す
る
こと
に
よ
り
、
市
民
の
自
発
的
意
志
に

基
づ
く
学
習
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

1
生
涯
学
習
機
会
の
提
供
(講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
)、
2
生
涯
学
習
情
報
の

収
集
・
提
供、
3
生
涯
学
習
の
指
導
者
の
登
録
・
紹
介
・
派
遣、
4
生
涯
学
習

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
5
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
行
政
機
関
・
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、
か
つこ
れ
ら
の
事
業
に
協
力
援
助
す
る
。

等
の
事
業
を
す
す
め
て
い
る
。

主
な
事
業
内
容

1
学
習
機
会
提
供
事
業

こ
の
会
の
事
業
の
メー
ン
で
あ
る
。
中
央
か
ら
著
名
な
講
師
を
招
い
て
の
講

演
会
の
ほ
か、
セミ
ナー
、
シン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
実
施
し
て
き
た
。
佐
藤
愛

子
、
和
泉
雅
子
、
黒
柳
徹
子
、
松
平
定
信、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
、
黒
柳

朝
、
林
家
木
久
蔵
な
ど
を
招
い
て
の
講
演
会
の
開
催、
セミ
ナ
ー
は
夏
冬
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
回
実
施、
札
幌
等
市
外
か
ら
講
師
を
招
い
て、
教
育
・
宗
教・
生
活・

健
康
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
講
座
を
開
い
て
い
る
ほ
か、
年
間
を
通
し
て

毎
週
一
回、
ボ
ラ
ン
テ
ィア
通
訳
養
成
の
た
め
英
会
話
講
演
も
開
催、
ま
た
視

察
研
修
旅
行
等
も
実
施
し
て
い
る
。
これ
ら
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
会
の
単
独
事
業

第
二
章
社
会
教
育
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と
し
て
進
め
て
い
る
が、
他
の
機
関
や
団
体
と
共
催
又
は
後
援
も
か
な
り
多

い
。

2
情
報
提
供
事
業

機
関
誌
“生
涯
学
習
"
並
び
に
情
報
紙
“生
涯
学
習
"
を
発
行、
会
の
動
き

や、
時
の
話
題
な
ど
を
紹
介
し
た
り、
講
演
集
録
を
発
行
し
て
会
員
の
学
習
に

資
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

指
導
者
登
録
事
業

3
最
近
各
団
体
か
ら
講
師
斡
旋
の
依
頼
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
軽
に
お

願
い
可
能
な
講
師
を
市
内
外
に
求
め、
領
域
別
に
分
類
し
た
講
師
一
覧
表
を
作

成
し
便
を
は
か
っ
て
い
る。

4.

調
査
研
究
事
業

市
民
各
層
を
対
象
に
し
て
各
種
アン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
報
告
書
に
集

録
し
て
配
布
し
て
い
る
。

例、
生
涯
学
習
に
対
す
る
市
民
の
意
識
調
査、
親
と
子
の
関
係
に
つ
い
て
の

5
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

各
機
関
や
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
学
習
事
業
を
す
す
め
て
い
る
が、
振
興
会
が
推

進
役
と
な
り、
横
の
連
絡
を
と
る
た
め
の
懇
談
会
を
実
施
し
た
り、
記
者
ク
ラ

ブ
と
の
懇
談
会
な
ど
も
開
き
な
が
ら
す
す
め
て
い
る
。

本
振
興
会
は
民
間
団
体と
し
て
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
努
力

を
続
け
て
い
る
が、
特
に
市
の
生
涯
学
習
推
進
本
部
と
は
緊
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
車
の
両
輪
の
よ
う
に
双
方
相
俟
っ
て
推
進
す
べ
く
留
意
し
て
い
る
。
し

か
し
課
題
は
多
く
、
特
に
市
民
へ
の
浸
透
は
地
道
に
息
長
く、
し
か
も
息
切
れ

す
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「学
ぶ
」
こ
と
の
意
味
を、
自
分
自
身
の
立
場
に
戻
っ
て
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
市
民
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
究
極
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い。

会
員
加
入
状
況

一、
一二
三
口、
五、
六
一
五、
〇
〇
〇
円

・
概
要
(平
成
元
年
度
の
状
況
)

基
本
財
産

講
演
会等
参
加
状
況

○
講
演
会

○
シ
ンポ
ジ
ウ
ム
二
回

一〇
回

六〇
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

四、
二
七〇
人
参
加

三
九
〇
人
参
加

六
五
〇
人
参
加

○
セ
ミ
ナー

一三
回

・
歴
代
理
事
長

初
代
岡
田
外
之
(昭
六
〇
～
現
在)
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意
識
調
査、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
関
す
る
調
査
等
々
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